
ン
ペ
イ
ー
）
／
・
」

隅
点
ま
で
利
用
者
へ
の
配
慮

が
み
ら
れ
る
立
派
な
建
物
が
有

効
に
使
用
さ
れ
、
多
く
の
人
々

が
障
害
に
め
げ
ず
社
会
復
帰
で

き
る
よ
う
に
と
多
い
に
こ
れ
か

ら
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

☆
伸
佃
好
（
よ
う
こ
そ
）
／
，

天
津
歌
舞
団
ご
一
行

中
国
天
津
歌
舞
団
の
神
戸
初

公
演
が
五
月
十
、
十
一
両
日
神

戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
五

月
九
日
夜
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・

ホ
テ
ル
に
お
い
て
一
行
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。

孫
福
田
団
長
を
皮
切
り
に
坂

井
兵
庫
県
知
事
、
宮
崎
神
戸
市

ｰ

内
容
と
し
て
は
セ
ン
タ
ー
部

門
と
し
て
相
談
室
、
判
定
室
、

会
議
室
、
研
修
室
、
体
育
室
、

理
学
・
作
業
・
温
浴
療
法
室
な

ど
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設

「
く
す
の
き
学
園
」
、
難
聴
幼
児

通
園
施
設
「
ひ
ば
り
学
園
」
心

身
障
害
者
を
対
象
と
し
た
授
産

施
設
な
ど
の
施
設
が
あ
る
。

☆
期
待
さ
れ
る

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

神
戸
市
が
、
卵
年
か
ら
建
設

し
て
い
た
「
心
身
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
が
兵
庫
区
水
木
通
二

丁
目
に
完
成
し
、
い
よ
い
よ
７

月
８
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
が
開

か
れ
る
。
こ
の
建
築
物
は
地
上

７
階
地
下
１
階
の
神
戸
市
で
も

初
め
て
の
大
規
模
な
も
の
。

ボ
ケ

長
の
「
乾
杯
（
力

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
民
参
加
の
啓
発
に
″

本
連
動
主
催
の
第
五
回
市
民
の
桶
祉

識
座
を
、
次
の
要
領
で
開
き
ま
す
。

○
七
月
二
十
四
日
（
日
）

○
北
須
磨
保
育
セ
ン
タ
ー
と
北
須
磨
団

地
（
須
磨
区
友
が
丘
）

○
日
程
は

午
前
「
障
害
児
問
題
と
地
域
社
会
」

守
屋
宗
藤
先
生
（
北
須
磨
保
育
セ
ン

タ
ー
所
長
）
の
講
菰
と
北
須
磨
保
育

セ
ン
タ
ー
園
児
と
、
ち
え
お
く
れ
の

通
園
施
設
丸
山
学
園
児
の
交
流
の
八

ミ
リ
を
み
る
。

午
後
福
祉
訪
問
講
座
参
加
者
と
本
連

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
組
と
な
っ

て
、
北
須
磨
団
地
を
訪
問
し
、
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
福
祉
に

つ
い
て
話
し
合
う
。

福
祉
訪
問
で
体
験
し
た
こ
と
を
、

小
グ
ル
！
プ
に
分
れ
て
話
し
合
う
。

○
参
加
料
三
百
円
中
高
校
生
百
円

○
対
象
は
、
桶
祉
・
障
害
児
問
題
に
関

心
を
も
つ
す
べ
て
の
人
び
と

○
申
込
み
や
詳
し
い
こ
と
の
問
合
わ
せ

は
、
左
記
の
運
動
本
部
ま
で

今
回
市
民
参
加
に
よ
る
社
会
啓
発
を

初
め
て
計
画
し
ま
し
た
。
社
会
啓
発
に

自
分
の
体
で
ぶ
つ
か
っ
て
、
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

精
魂
群
弱
問
題
の
啓
発
運
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
誕
生
日
の
お
祝
の
中
か

ら
意
識
的
に
百
門
節
約
し
て
貯
金
し
て

い
た
だ
き
、
年
に
一
度
の
誕
生
日
を
有

意
義
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

電
話
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

心身障害福祉センター

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

ｒ

和やかなレセプション

138
１

の
音
頭
が
続
く
な
か
で
会
は
和

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
始
め

ら
れ
、
舞
台
で
は
一
行
に
よ
る

今
回
の
出
し
物
も
披
露
さ
れ
た

今
回
の
公
演
に
際
し
て
一
行

の
最
年
少
で
あ
る
茶
勤
さ
ん

（
四
才
）
は
「
天
津
。
神
戸
両

市
の
姉
妹
都
市
の
関
係
に
報
い

る
た
め
に
も
今
回
の
公
演
は
成

功
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
自

分
と
し
て
は
最
善
を
尽
く
す
」

と
力
強
い
言
葉
で
語
っ
た
。

友
好
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の
う

ち
に
全
員
で
〃
幸
せ
の
う
た
″

を
歌
い
な
が
ら
会
は
幕
を
閉
じ

た
。☆

意
欲
的
な
西
川
寿
之
助
の

リ
サ
イ
タ
ル
ー
邦
舞

西
川
流
舞
踊
家
、
西
川
寿
之

助
さ
ん
（
京
都
在
住
）
の
リ
サ

イ
タ
ル
が
来
る
６
月
逓
日
午
後

１
時
か
ら
神
戸
国
際
会
館
で
ひ

ら
か
れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
３
，
０

０
０
円
。

》
鱗
瀞
聯
轟
柵
鼎

踊
家
と
の
交
流
も
深
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
西
川
流
と
神
戸

は
馴
染
が
浅
い
こ
と
も
あ
っ
て

５
年
前
に
も
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

い
て
い
る
。
番
組
も
意
欲
的
な

も
の
「
二
人
椀
久
」
で
は
椀
久

を
西
川
寿
之
助
、
松
山
大
夫
を

西
川
鯉
次
郎
が
踊
る
、
ほ
か
「
四

季
」
三
葉
草
で
は
西
川
鯉
が
翁
、
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ズ
バ
リ
神
戸
み
や
げ
と
し
て

う
っ
て
つ
け
の
「
陶
版
製
額
皿
」

が
こ
の
ほ
ど
神
戸
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
と
一
一
ホ
ン
ア
ー
ト
の
共

同
開
発
に
よ
り
、
発
売
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
タ
ッ
チ
で
神
戸

の
異
人
館
を
描
き
続
け
る
広
瀬

安
美
さ
ん
の
原
画
を
純
白
の
陶

版
に
焼
き
込
ん
だ
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
神
戸
に
ぴ
っ
た
り
の
品
で
、

木
枠
に
入
れ
て
額
と
し
て
飾
っ

た
り
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
と
し

て
も
利
用
で
き
る
。
旧
Ｅ
・
Ｈ

ハ
ン
タ
ー
邸
、
ト
ー
マ
ス
邸
な

ど
人
気
の
高
い
異
人
館
七
種
類

が
あ
る
。

チューさんハリキルα巻

1３９

三
番
里
を
寿
之
助
で
、
「
須
磨
」

で
は
若
柳
寿
邦
（
若
柳
流
宗
家
）

が
此
兵
衛
を
、
松
風
を
寿
之
助

が
踊
る
。

こ
の
他
、
「
青
海
波
」
花
柳
芳

五
三
郎
、
芳
柳
芳
恵
一
子
、
「
ま

か
し
よ
」
を
尾
上
菊
見
、
「
た
ぬ

き
」
を
花
柳
芳
嬰
と
い
っ
た
地

元
の
名
流
が
勢
揃
い
し
て
花
を

添
え
る
。

☆
神
戸
の
香
り
を
ｌ

中
西
勝
、
貝
原
六
一
、
石
阪

春
生
三
画
伯
が
描
く
神
戸
風
景

が
「
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｆ
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
」
と
い
う
絵
葉
書
と
し
て

発
売
さ
れ
た
。
第
七
回
神
戸
ま

つ
り
に
協
賛
し
て
発
売
さ
れ
た

も
の
で
各
５
枚
一
組
セ
ッ
ト
で

剛
円
。
便
り
を
出
し
て
し
ま
う

に
は
惜
し
い
よ
う
な
ハ
ガ
キ
で

す
。

木
枠
長
方
形
１
８
０
０
円
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
用
９
５
０
円

お
問
合
せ
、
お
申
込
み
は
神
戸
新
聞
出

版
セ
ン
タ
ー
麓
２
５
２
１
０
０
８
１
ニ

ホ
ン
ア
ー
ト
衝
８
５
１
‐
４
８
１
６

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
に

神
戸
が
舞
台
の
〃
風
見
鶏
″

昭
和
詑
年
か
ら
二
十
作
目
に

な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
に
近
畿
本
部
制
作
の

「
風
見
鶏
」
が
十
月
三
日
よ
り

半
年
閣
埋
似
映
さ
れ
る
。
こ
の
ド

ラ
マ
は
杉
山
義
法
の
書
き
下
し

現
在
さ
ん
ち
か
イ
ン
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
て
発
売
中
。
お

問
い
合
せ
は
市
青
少
年
課
ま
で

☆
Ｅ
ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
と
い
う

ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

何
と
い
っ
て
も
最
高
な
の
は
忠

さ
ん
自
身
の
ス
タ
イ
ル
で
、

頭
、
ヒ
ゲ
を
半
分
だ
け
見
事
に

剃
っ
た
姿
。
４
月
末
の
日
曜
日

こ
の
姿
で
三
宮
を
歩
い
て
道
行

く
人
す
れ
違
う
人
の
反
応
を
納

め
た
ビ
デ
オ
も
放
映
。
「
何
で

も
え
え
や
ん
、
日
常
の
身
近
な

空
間
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て
み
て

発
表
し
た
ん
や
。
」
と
あ
い
か
わ

ら
ず
三
一
１
ク
デ
シ
タ
。

★
神
戸
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い

お
み
や
げ
が

美
術

ガ
イ
ド

さすがＩ神戸の絵ハガキ

デ
ス
マ
ス
ク
が
ガ
ス
管
を
く

わ
え
て
い
る
の
や
犬
が
ト
イ
レ

の
お
風
呂
に
入
っ
て
る
〃
絵
〃
。

風
を
集
め
る
〃
装
置
〃
。
（
こ
れ

は
別
註
鯉
畳
敷
の
大
広
間
に
展

示
さ
れ
て
い
る
）
黄
色
い
オ
ー

ト
バ
イ
の
パ
ネ
ル
は
最
寄
り
の

バ
ス
停
に
、
家
ま
で
の
路
に
カ

ラ
フ
ル
な
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
い
て

た
り
、
と
に
角
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
の
榎
忠
さ
ん
久
々
の
個

展
が
５
月
１
日
１
８
日
ま
で
高

取
山
麓
の
自
宅
で
開
か
れ
た
。

神戸のおみやげにいかが？

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

鋤
世
紀
ド
イ
ツ
絵
画
の
巨
匠

エ
ル
ン
ス
ト
展
６
／
４
１
７
／
、

☆
南
蛮
美
術
館

第
記
回
兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
公
募
展

６
／
”
１
６
／
釦

☆
大
丸
神
戸
店
美
術
画
廊

東
丘
社
日
本
画
小
品
展６

／
９
１
６
／
理

片
野
か
ほ
り
絞
り
展
６
／
妬
１
６
／
型

二
六
○
年
記
念

第
５
回
旦
紅
会
日
本
画
展

６
／
配
１
６
／
詔

☆
そ
ご
う
神
戸
店
美
術
画
廊

桐
野
江
節
雄
油
絵
新
作
展

６
／
、
１
６
／
坊

★
三
越
神
戸
店
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
在
住
作
家

菖
蒲
大
悦
日
本
画
展
６
／
７
１
６
／
廻

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
の
絵
と
作
文
展

６
／
皿
１
６
／
、

★
さ
ん
ち
か
広
場

新
協
美
術
写
真
部
神
戸
展

６
／
９
１
６
／
型

オ
ー
ル
関
西
学
院
美
術
展

６
／
妬
１
６
／
皿

中
国
物
産
展
６
／
銅
１
６
／
詔

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

兵
庫
光
風
会
新
入
展
６
／
９
１
６
／
皿

仁
影
会
写
真
展
６
／
躯
１
６
／
虹

第
５
回
青
銅
社
展
６
／
配
１
６
／
配

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
沢
知
丘
書
展
６
／
１
１
６
／
皿

★
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

両
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
八
見
る
、
見
つ
め

る
Ｖ
展
５
／
酌
１
６
／
４

宮
崎
舟
山
南
画
展
６
／
５
１
６
／
ｕ

丹
波
陶
友
会
展
６
／
ｍ
ｌ
６
／
坊

甲
南
大
学
写
真
部
新
入
展

６
／
妬
１
７
／
２

☆
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー

第
卯
回
芦
屋
市
展
６
／
蝿
１
６
／
配

☆
サ
ン
ス
ト
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

吉
田
稔
郎
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
展

プ
ラ
ン
と
写
真
資
料
６
／
５
１
６
／
皿
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☆
軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
描
く
遊
記
東
山
魁
羨
直
忙
の
詩
画
集
言

西
宮
神
社
に
奉
職
の
か
た
わ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
椅
子
」
よ
り

ら
西
宮
文
化
協
会
事
務
局
長
を
転
載
さ
れ
酒
落
て
い
る
。

も
務
め
る
吉
井
貞
俊
さ
ん
が
こ
中
外
豊
房
￥
９
８
０

の
ほ
ど
第
４
冊
目
の
著
書
「
誰
☆
歌
集
「
蒼
い
星
」
出
版

で
も
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
発
刊
湊
川
神
社
宮
司
の
吉
田
智
朗

特
殊
な
立
場
で
な
く
近
頃
ブ
ー
さ
ん
が
歌
集
「
菅
い
星
」
を
神

ム
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に
参
加
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
か
ら
出

１
１
－
Ｉ

響
六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
『

一
☆
人
間
の
活
力
と
は
あ
る
。
そ
の
す
ざ
ま
じ
い
影
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
う
が

一
い
ま
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
響
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
人
間
の
動
力
源
の
ひ
と
つ
に

一
題
が
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
呼
い
、
油
断
は
禁
物
な
の
で
あ
健
康
で
あ
る
こ
と
も
大
切
な

一
ん
で
い
る
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
る
。
そ
こ
で
、
考
え
を
人
間
条
件
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
だ

一
と
い
う
言
葉
が
生
れ
、
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
お
き
け
で
も
な
い
と
思
う
。
人
間

一
の
経
済
の
様
相
を
一
変
さ
せ
か
え
て
見
よ
う
。
の
活
力
は
ど
こ
か
ら
生
れ
る

一
て
し
ま
っ
た
の
も
石
油
と
い
か
っ
て
、
故
井
植
歳
男
氏
の
か
。
文
明
の
エ
ネ
ギ
ー
が

一
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
も
た
ら
は
よ
く
「
私
の
ア
イ
デ
ア
や
石
油
に
た
よ
っ
て
い
る
と
い
一

一
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
、
活
力
は
自
墳
作
用
な
ん
だ
」
う
こ
と
が
判
っ
て
き
て
は
い
一

一
石
油
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
３
年
を
と
い
っ
て
は
笑
っ
て
い
た
。
る
の
だ
が
。
？
）
一

議
雷
謹
蓬
擁
鮭
鮮
器
驚
鮭
窪
誕
議
統

蝋
織
職
燕
謹
蕊
蕊
講
瀧
灘
撫

一
‐
ｌ
‐
，
‐
，
’
１
１
１
１
‐
‐
１
，
ｒ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
，
‐
，
‐
，
‐
‐
‐
ｊ
０
ｊ
ｌ
，
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
‐
‐
’
１
‐
‐
‐
ｊ
，
’
１
１
’
‐
‐
’
‐
，
‐
，
＄
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
’
’
’
１
‐
‐
’
‐
‐
，
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐

で
激
動
の
大
正
・
昭
和
を
背
景
の
で
画
面
に
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
い
っ
て
も
、
さ
し
絵
の
ス
ケ
ッ

に
和
歌
山
の
太
地
で
生
ま
れ
神
神
戸
の
魅
力
が
ふ
ん
だ
ん
に
登
チ
も
自
筆
で
美
術
や
文
学
に
対

戸
で
ド
イ
ツ
人
の
パ
ン
聯
人
と
場
す
る
と
い
う
神
戸
っ
子
に
は
す
る
著
者
の
造
詣
の
深
さ
が
伺

結
婚
し
、
外
人
た
ち
か
ら
「
わ
楽
し
み
な
番
組
で
す
。
え
る
。
カ
バ
ー
表
紙
の
装
偵
が

れ
ら
の
母
」
と
慕
わ
れ
た
マ
ダ
☆
軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
描
く
遊
記
東
山
魁
夷
画
伯
の
詩
画
集
ヨ

経
て
い
ま
も
経
済
不
況
は
深
こ
の
自
墳
作
用
、
こ
そ
、

刻
そ
の
も
の
で
あ
る
。
エ
ネ
人
間
の
活
動
の
源
泉
で
あ
り

ル
ギ
ー
源
の
開
発
に
躍
起
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
は
な
い
か

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
石
油
に
と
思
う
。

変
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
簡
単
い
ろ
い
ろ
な
理
念
や
慾
望

に
は
生
れ
て
は
こ
な
い
。
エ
を
も
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
そ

ネ
ル
ギ
ー
が
動
力
源
な
の
で
の
墳
出
力
が
違
う
よ
う
だ
。

花時計

☆
大
フ
ィ
ル
の
指
抑
者
朝
比
奈
隆
氏
は

こ
の
程
、
西
独
大
功
労
十
字
章
を
受
賞

さ
れ
、
そ
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
６
月
、

日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
相
楽
園
会
館

で
開
か
れ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

☆
ま
た
、
長
男
の
朝
比
奈
千
足
氏
も
、

５
月
上
旬
よ
り
東
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ

国
立
歌
劇
場
に
音
楽
総
監
督
オ
ト
マ
ー

ル
・
ス
イ
ト
ナ
ー
氏
の
助
手
と
し
て
約

１
年
間
の
予
定
で
勤
め
る
こ
と
に
な
り

渡
独
。
住
所
は
ぢ
９
国
の
１
冒
盟
．

国
の
昼
の
蟹
『
・
騨
弓
⑮
稗
⑦
日
冒
画
暑

☆
中
西
勝
（
二
紀
会
）
画
伯
、
咲
子
夫

妻
が
５
月
お
日
渡
欧
。
約
３
カ
月
の
予

定
。
パ
リ
か
ら
ア
フ
リ
カ
ヘ
と
い
う
コ

ー
ス
。

☆
四
月
二
十
三
日
’
五
月
二
十
二
日
、

県
立
近
代
美
術
館
で
、
橋
本
関
雪
展
が

開
か
ら
れ
ま
し
た
が
、
関
雪
画
伯
の
生

家
の
所
在
地
と
推
定
さ
れ
る
神
戸
市
生

田
区
大
倉
山
公
園
内
に
記
念
碑
を
建
立

五
月
二
十
二
日
（
日
）
午
前
十
一
時

四
○
分
’
三
時
迄
雨
の
中
の
除
幕
式
。

京
都
よ
り
井
上
流
の
井
上
和
子
を
初
め

芸
妓
、
舞
妓
が
京
舞
を
踊
り
、
生
間
流

の
式
庖
丁
を
吉
岡
米
太
郎
と
生
問
正
保

が
披
露
・
記
念
碑
を
建
て
る
会
の
発
起

人
は
小
野
竹
喬
、
井
上
靖
、
宮
崎
辰
雄

坂
井
時
忠
氏
。

★
今
は
な
き
古
林
喜
楽
元
神
戸
大
学
々

長
を
偲
ぶ
三
千
人
の
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
が

５
月
”
日
神
戸
大
学
学
生
会
館
大
ホ
ｉ

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
世
話
人
代
表
は

菅
正
徳
さ
ん
。

☆
二
紀
会
の
高
崎
研
一
郎
さ
ん
が
寺
田

陽
子
さ
ん
と
６
月
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
劇
団
神
戸
の
浜
田
義
則
さ
ん
と
太
田

和
子
さ
ん
が
５
月
５
日
西
宮
市
民
会
館

で
結
婚
さ
れ
、
５
月
型
Ｒ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
バ
ー
グ
」
型
Ｆ
で
、
友
人
相
集
い
披

露
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
お
妙

で
と
う
。

☆
論
破
の
会
の
久
家
恵
一
さ
ん
が
六
甲

に
転
居
。
新
住
所
は
灘
区
八
幡
町
１
丁

目
９
番
加
号
六
甲
小
川
マ
ン
シ
ョ
ン
班

号
麓
０
７
８
（
８
２
２
）
１
３
６
６
で
す

期待の新人、新井春美さん

１
１４０
１
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北 欧の銘票

ユーノＬイム･ コンフェクト
轡雪鶴嫌撫竺塞些竺｣′
ユーノＬっｒム･ コンフェクト
国本社.工場.熊内店神戸市葺合区熊内町１－８(了極工美術館東隣) T E L 2 2 1 - 1 1 6 4
国三宮センター店･ さんちか店･ 大丸･ そごう･ 阪急･ 三越･ 神戸デパート･ 元町店

よ
い
こ
の
お
友
だ
ち

水
あ
そ
び
の
仲
間
が
そ
ろ
っ
た
よ 鐙念診力Ｘャ

三宮方面でのお買物は…
さんちか店フ下ミリータウン露３９１－４０４５
三宮店センタープラザ公３３１－４９６９

元町方面でのお買物は…
た町店尤町通３Ｊ一目山側公３３１－００９０
バンプウ店元町通１丁目不一Z 家前公３９１－０７６８

神戸駅前方面でのお買物は…
， + + ン二うべ店神〆駅前地下街公３５１－６ｐＯ２

北画Ｒの銘菓

営業時間
Ａ､Ｍ､１１．３０～Ｐ.Ｍ､９．００

141

お
キ
ヲ
レ

イ
ぬ
ぶ
ら

禁
漁

沓
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
瓢
）
砺
師
両
翠
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
狐
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

三恵洋服店
元町４: ~ 目ＴＥＬ（3 4 1 ）７２９０

ジ
刊
些
ｌ
ン
剛
フ
ラ
イ
ド

サ
チ
オ
オ
カ
レ
！愈

灘
識
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も
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
昔
、
加
奈
子
が
疎
開
先
の
岡
山
県

下
で
終
戦
を
迎
え
た
年
だ
っ
た
。
そ
の
秋
、
記
録
的
な
大
雨
に
西

日
本
が
見
舞
わ
れ
た
。

借
り
て
い
た
家
の
裏
を
流
れ
る
川
が
氾
濫
し
て
、
僅
か
な
家
具

や
衣
類
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
水
浸
し
に
な
っ
た
。
父
は
復
員
し
て

い
ず
、
加
奈
子
は
水
の
退
い
た
堤
防
に
む
し
ろ
を
拡
げ
、
母
と
一
一

人
で
畳
や
衣
類
や
、
鍋
釜
の
勝
手
道
具
ま
で
日
光
に
当
て
た
も
の

だ
っ
た
。

そ
の
種
々
雑
多
な
干
し
物
の
横
で
、
見
張
り
か
た
が
た
加
奈
子

は
水
遊
び
を
し
て
い
た
。
何
日
も
降
り
続
い
た
雨
の
後
、
青
磁
色

に
澄
み
き
っ
た
空
か
ら
降
り
注
ぐ
陽
ざ
し
が
、
も
う
元
に
返
っ
て

和
ん
で
い
る
水
面
を
き
ら
め
か
せ
て
い
た
。
そ
の
川
の
表
情
の
変

り
ょ
う
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
赤
茶
色
に
渦
巻
い
て
、
獣

の
よ
う
な
総
り
声
で
荒
れ
狂
っ
て
い
た
流
れ
と
は
、
と
て
も
同
じ

川
に
見
え
な
か
っ
た
。

加
奈
子
の
セ
ー
タ
ー
や
、
母
の
も
ん
ぺ
や
、
洗
い
晒
し
た
古
肌

着
か
ら
た
ち
登
る
蒸
気
が
、
広
い
空
間
に
吸
わ
れ
て
消
え
る
の
を
、

加
奈
子
は
ぼ
ん
や
り
と
見
つ
め
て
い
た
。
全
身
が
汗
ば
む
よ
う

な
、
秋
に
は
珍
し
い
照
り
の
強
い
午
後
だ
っ
た
。

「
ほ
ん
と
う
は
迷
っ
た
ん
よ
・
私
は
方
向
オ
ン
チ
や
け
ど
、
人
に

聞
く
の
は
カ
ッ
コ
悪
い
し
、
三
十
分
以
上
も
駅
の
前
を
う
ろ
う
ろ

し
て
た
の
」

し
ば
ら
く
黙
り
こ
ん
で
い
た
智
世
が
、
急
に
舌
っ
た
ら
ず
の
物

言
い
で
、
上
目
使
い
に
加
奈
子
を
見
上
げ
た
。
そ
の
甘
っ
た
れ
た

息
垂
癖
に
、
加
奈
子
は
自
分
の
質
問
の
意
図
を
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
気

が
し
た
。

だ
が
、
た
だ
遊
び
に
く
る
だ
け
に
し
て
は
、
一
時
間
半
以
上
の

道
の
り
は
遠
過
ぎ
る
。
来
訪
に
費
す
間
中
、
も
っ
と
そ
の
当
人
の

意
志
を
持
続
さ
せ
る
、
何
か
の
根
拠
が
胸
の
中
に
抱
き
こ
ま
れ
て

い
る
は
ず
だ
、
と
加
奈
子
は
思
っ
た
。
が
、
そ
の
本
人
は
、
無
邪

気
な
し
ぐ
さ
で
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
フ
ォ
ー
ク
で
崩
し
て
い
た
。

加
奈
子
は
無
言
で
こ
の
少
女
の
不
思
議
な
舗
達
さ
を
見
つ
め
た
。

そ
れ
で
も
身
な
り
は
、
他
人
の
家
を
訪
問
す
る
に
相
応
し
く
見
え

る
、
紺
地
に
白
の
水
玉
模
様
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
装
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ウ
ー
ル
地
の
肩
先
か
ら
、
日
向
く
さ
さ
が
匂
っ
て
い
た
。
自

分
な
ら
、
い
く
ら
陽
ざ
し
の
拡
が
っ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
を
歩
い

て
来
て
も
、
こ
う
い
う
懐
し
い
匂
い
は
、
躯
に
染
み
つ
か
な
い
気

が
す
る
、
と
加
奈
子
は
息
を
深
め
た
。

八
第
一
回
神
戸
女
流
文
学
賞
受
賞
作
品

斜雲霞鋤蕊､§も
亀γ

聯
綱

蕊
簾

１
１４２
１

ｰ~１

小
倉
弘
子

え
。
題
字
／
南
和
恵

３
Ｖ
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~ 言

あ
っ
た
し
、
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、
自
意
識
の
芽
生
え
始
め
た

自
分
自
身
が
、
ま
だ
青
年
期
の
名
残
り
を
留
め
て
い
る
男
の
手
を

引
く
行
為
自
体
、
妙
に
汚
な
ら
し
く
思
わ
れ
て
嫌
で
あ
っ
た
。

が
、
母
は
こ
の
村
で
大
阪
弁
を
話
せ
る
相
手
は
、
そ
の
男
以
外

に
な
か
っ
た
。
二
人
の
話
し
ぶ
り
は
明
か
る
く
て
加
奈
子
の
心
も

和
ん
だ
。
大
阪
の
懐
し
さ
が
胸
に
泌
み
こ
ん
だ
。

加
奈
子
は
今
思
っ
て
も
、
母
が
父
の
い
な
い
間
に
、
軽
口
の
い

い
合
え
る
男
を
家
に
寄
せ
つ
け
た
こ
と
が
、
多
少
の
不
謹
慎
さ
は

あ
る
と
感
じ
て
も
、
心
根
と
し
て
は
理
解
で
き
る
気
が
す
る
。

山
く
り
と
川
と
に
挟
ま
れ
た
細
長
い
村
落
で
、
疎
開
者
に
冷
た

い
周
囲
の
人
眼
に
、
い
つ
も
射
す
く
め
ら
れ
て
い
た
母
が
、
た
ま

た
ま
知
り
あ
っ
た
同
郷
の
人
間
を
、
話
相
手
に
せ
ず
に
い
ら
れ
な

か
っ
た
気
持
ち
は
わ
か
る
。
で
も
、
と
加
奈
子
は
そ
の
後
も
年
を

重
ね
る
に
つ
れ
、
ふ
っ
と
し
た
疑
惑
が
頭
の
隅
を
掠
め
る
こ
と
は

１
１４３
１

急
に
話
し
声
が
と
ぎ
れ
て
高
い
笑
い
声
に
変
わ
っ
た
の
を
耳
に

し
、
加
奈
子
は
何
気
な
く
堤
防
の
下
を
覗
き
こ
ん
だ
。
す
る
と
、

自
分
た
ち
の
露
骨
な
高
笑
い
に
気
づ
い
た
近
所
の
二
人
の
主
婦

が
、
あ
た
り
を
見
廻
す
物
腰
で
加
奈
子
を
見
上
げ
、
ふ
っ
と
肩
を

す
く
め
る
と
相
手
の
胸
を
交
替
で
こ
づ
き
合
っ
た
。

「
子
供
が
聞
い
て
た
が
な
」

「
別
に
な
あ
ん
と
も
な
い
が
。
水
害
見
舞
の
話
し
と
っ
た
だ
け
じ

ゃ
。
街
か
た
の
べ
つ
ぴ
ん
さ
ん
は
、
特
別
親
切
な
見
舞
が
あ
る
、

ち
ゅ
う
こ
つ
ち
や
」

そ
れ
が
誰
の
噂
か
、
加
奈
子
に
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
母
の
と
こ

ろ
へ
よ
く
た
ず
ね
て
く
る
按
摩
の
男
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
加
奈
子

も
半
盲
の
そ
の
人
の
手
を
引
い
て
、
川
向
こ
う
の
自
宅
ま
で
送
っ

て
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
子
供
心
に
も
そ
れ
が
嫌
で
あ
っ
た
。

馴
染
み
き
れ
な
い
田
舎
の
学
校
の
、
級
友
の
眼
に
触
れ
た
こ
と
も
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か
ら
、
今
に
な
っ
て
加
奈
子
が
、
あ
の
頃
母
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

と
い
う
疑
い
が
湧
い
て
く
る
の
も
、
不
思
議
だ
と
い
え
な
く
も
な

か
っ
た
。

だ
が
そ
ん
な
時
、
加
奈
子
は
自
分
自
身
の
謹
陶
し
い
考
え
を
す

ぐ
跳
ね
つ
け
た
。
自
分
が
母
の
年
齢
と
同
じ
時
期
に
さ
し
か
か
っ

て
き
て
、
女
の
生
理
と
い
う
も
の
を
つ
ぶ
さ
に
知
っ
て
し
ま
っ
た

今
、
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
母
の
こ
と
を
あ
れ
や
こ
れ
や
と
想
像

す
る
の
は
、
ひ
い
て
は
夫
と
離
れ
て
い
る
自
分
の
内
側
の
、
淫
廃

な
諮
り
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
奇
妙
に
強
い
自

分
の
屈
辱
感
だ
型

加
奈
子
は
我
に
戻
っ
た
。

今
日
こ
の
少
女
が
、
思
い
つ
き
に
せ
よ
た
ず
ね
て
来
て
く
れ
た

こ
と
の
、
自
分
に
与
え
る
何
ら
か
の
効
果
を
考
え
た
ら
、
乾
い
た

空
気
が
流
れ
こ
む
風
通
し
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
陽
ざ
し
の
懐
し
い
匂
い
の
よ
う
に
、
綿
の
繊
維
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
、
紫
外
線
の
明
澄
さ
だ
。
数
時
間
後
、
加
奈
子
は

も
う
す
っ
か
り
う
ち
溶
け
た
よ
う
に
、
智
世
に
台
所
を
手
伝
わ
せ

て
い
た
。
そ
れ
と
な
く
見
て
い
る
と
、
智
世
の
手
先
は
仲
々
に
器

用
で
あ
っ
た
。
茄
で
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を
破
ら
ぬ
よ
う
に
、
ミ
ン

チ
肉
を
巻
き
こ
ん
で
い
る
そ
の
手
つ
き
が
、
あ
ま
り
に
堂
に
入
っ

て
い
る
の
で
加
奈
子
は
感
心
し
た
。

「
あ
ん
た
、
お
料
理
が
好
き
？
」

「
う
ん
、
ま
あ
取
り
得
は
こ
れ
だ
け
か
な
」

そ
の
い
い
か
た
が
、
夫
の
よ
く
い
う
口
癖
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た

の
で
、
思
わ
ず
加
奈
子
は
笑
わ
さ
れ
た
。

「
私
も
そ
う
い
わ
れ
る
わ
。
料
理
だ
け
が
取
り
得
で
、
そ
れ
を
食

べ
る
の
が
楽
し
み
に
船
か
ら
帰
っ
て
く
る
ん
だ
っ
て
」

「
男
っ
て
い
じ
ま
し
い
な
」

「
結
婚
し
て
、
何
十
年
も
た
つ
と
そ
ん
な
も
ん
よ
・
女
ら
し
さ
、

可
愛
い
さ
、
そ
の
魅
力
よ
り
、
お
い
し
い
も
の
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
女
房
の
方
が
、
現
実
に
満
足
で
き
る
み
た
い
に
思
っ
て
る
。
だ

か
ら
智
ち
ゃ
ん
な
ん
か
、
見
か
け
は
男
の
子
の
よ
う
だ
け
れ
ど
、

案
外
い
い
奥
さ
ん
に
な
る
か
も
わ
か
ら
へ
ん
わ
れ
」

加
奈
子
の
言
葉
を
ど
う
受
け
取
っ
た
の
か
、
智
世
の
肩
が
動
か

１
１４４
１

戸司

あ
っ
た
。

そ
の
足
で
、
加
奈
子
は
す
ぐ
堤
防
の
石
段
を
馳
け
降
り
、
裏
口

か
ら
家
に
入
っ
た
。

清
さ
ん
の
い
つ
も
の
屈
託
の
な
い
よ
く
響
く
声
が
耳
に
届
き
、

母
の
合
槌
の
言
葉
が
そ
れ
を
追
っ
た
。

「
お
れ
な
ん
か
生
ま
れ
た
と
こ
や
さ
か
い
、
一
生
こ
こ
に
い
る
か

も
わ
か
ら
へ
ん
け
ど
、
奥
さ
ん
は
旦
那
は
ん
が
帰
っ
て
来
は
っ
た

ら
、
あ
し
た
に
で
も
大
阪
へ
戻
れ
る
。
よ
る
し
お
ま
す
が
な
」

清
さ
ん
は
そ
う
い
っ
て
か
ら
、
物
音
に
気
づ
い
た
よ
う
に
視
線

を
宙
に
漂
わ
し
た
。
丸
い
卓
椴
台
に
向
か
い
合
っ
て
、
二
人
は
話

し
こ
ん
で
い
た
最
中
ら
し
か
っ
た
。
加
奈
子
は
何
と
は
な
し
に
安

心
し
た
。
こ
の
空
気
に
は
、
外
の
陽
ざ
し
の
匂
い
が
あ
る
と
思
っ

た
。
暖
か
く
軽
や
か
で
、
透
き
通
る
よ
う
に
明
か
る
く
て
、
心
が

弛
む
ふ
く
ら
ん
だ
匂
い
だ
、
と
鼻
孔
を
開
い
た
。
す
る
と
清
さ
ん

が
、「

嬢
ち
ゃ
ん
、
外
は
え
え
お
天
気
だ
つ
し
や
ろ
。
あ
ん
た
入
っ
て

来
は
っ
た
ら
、
お
日
さ
ん
背
負
う
て
は
る
み
た
い
に
、
い
っ
ぺ
ん

に
そ
こ
ら
が
ぬ
く
う
な
っ
た
が
な
」

と
加
奈
子
の
顔
の
位
置
よ
り
、
ず
れ
た
あ
た
り
に
眼
を
向
け
な

が
ら
、
白
い
歯
並
み
を
見
せ
て
笑
っ
た
。

も
う
目
直
塁
ユ
ち
も
覚
束
な
い
ほ
ど
、
記
憶
の
遠
く
に
薄
れ
て
し

ま
っ
た
清
さ
ん
の
顔
の
割
に
、
そ
の
澄
ん
で
よ
く
響
い
た
声
音
だ

け
は
、
耳
底
に
残
っ
て
い
る
。

お
日
さ
ん
背
負
っ
て
き
は
っ
た
み
た
い
。
今
の
智
世
の
肩
先
に

も
、
そ
の
匂
い
と
温
く
も
り
が
染
み
て
い
る
。

清
さ
ん
の
言
葉
に
軽
い
笑
い
声
を
た
て
た
母
も
、
父
の
死
ん
だ

五
年
後
に
子
宮
癌
で
亡
く
な
っ
た
。

父
が
復
員
し
た
明
く
る
年
、
加
奈
子
は
女
学
校
の
受
験
の
た
め

大
阪
に
帰
っ
た
が
、
母
が
帰
阪
す
る
ま
で
母
方
の
叔
母
の
家
に
寄

宿
し
た
。
父
は
加
奈
子
に
続
い
て
大
阪
に
戻
り
、
職
探
し
に
駆
け

ず
り
廻
っ
て
い
た
が
、
古
い
友
人
に
誘
わ
れ
て
美
容
材
料
商
の
事

業
に
参
加
し
た
。
母
が
念
願
の
大
阪
へ
帰
っ
て
来
た
の
は
、
加
奈

子
が
高
等
女
学
校
の
二
年
生
か
ら
、
新
制
中
学
二
年
生
と
呼
び
名

が
変
わ
っ
た
夏
で
、
そ
の
間
父
と
母
と
は
別
居
し
て
い
た
わ
け
だ
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｢ 一再

加
奈
了
は
、
と
う
と
う
智
世
に
洋
二
が
帰
る
こ
と
を
い
い
そ
び

れ
て
昼
食
の
用
意
に
立
ち
あ
が
り
、
智
世
は
智
世
で
、
珍
し
そ
う

に
飾
り
棚
を
覗
き
こ
み
な
が
ら
、

「
お
ば
さ
ん
の
旦
那
さ
ん
っ
て
、
趣
味
の
多
い
人
や
ね
」

と
、
ア
フ
リ
カ
や
南
米
産
の
民
芸
品
を
手
に
取
っ
て
い
た
。
加

奈
子
が
台
所
に
入
る
と
、
奥
の
間
か
ら
音
量
が
溢
れ
て
き
た
。
買

っ
て
き
た
も
の
の
、
あ
ま
り
性
に
合
わ
な
い
の
か
、
め
っ
た
に
祥

二
が
か
け
た
こ
と
の
な
い
、
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
風
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ

ン
グ
だ
っ
た
。
心
が
少
し
と
が
り
か
け
た
の
を
、
加
奈
子
は
抑
え

た
。
一
人
で
い
る
時
に
、
室
内
に
音
楽
が
流
れ
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
毎
日
だ
っ
た
。
折
角
気
持
ち
よ
く
昂
ぶ
り

か
け
た
想
い
を
し
こ
ら
せ
た
く
な
か
っ
た
。
情
感
の
こ
も
っ
た
歌

い
ぶ
り
に
、
無
理
に
聴
覚
を
馴
染
ま
せ
よ
う
と
し
た
時
、
ぶ
つ
つ

り
と
旋
律
は
と
ま
っ
た
。
や
は
り
不
咲
け
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う

か
、
と
加
奈
子
は
思
っ
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
引
き
返
し
て
奥
ま
で
覗

き
に
行
く
気
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
そ

こ
へ
智
世
が
所
在
な
さ
そ
う
な
顔
つ
き

で
現
わ
れ
た
。
加
奈
子
は
思
い
な
し
か

浮
か
ぬ
目
つ
き
を
し
て
い
る
智
世
が
哀

れ
に
思
え
た
。
ま
だ
子
供
だ
と
思
っ

た
。
住
み
こ
み
で
親
も
と
か
ら
離
れ
て

い
る
少
女
が
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
の

知
り
合
い
で
も
、
他
人
の
家
庭
を
か
い

ま
見
た
い
気
に
襲
わ
れ
て
や
っ
て
来
た

の
だ
ろ
う
、
と
気
が
つ
い
た
か
ら
だ
っ

た
。「

帰
る
わ
」

と
案
の
定
智
世
は
い
い
だ
し
た
。

「
い
い
や
な
い
の
。
お
昼
ご
は
ん
を
食

べ
て
か
ら
で
も
。
ね
？
」

と
加
奈
子
は
相
手
を
ひ
き
と
め
た
。

あ
れ
が
自
分
の
悪
い
癖
だ
、
と
加
奈
子

は
今
思
っ
た
。
気
持
ち
を
と
り
な
し
た

つ
も
り
で
い
た
け
れ
ど
、
世
馴
れ
た
自

’
145

な
く
な
っ
た
。
が
、
加
奈
子
は
気
づ
か
ず
に
鍋
の
中
を
覗
き
こ
み

な
が
ら
話
を
続
け
て
い
た
。

久
し
ぶ
り
の
潤
ん
だ
気
分
の
中
で
、
自
然
口
調
が
浮
か
れ
て
い

た
。「

結
婚
す
る
と
女
の
子
て
変
わ
る
も
ん
や
よ
・
生
活
に
馴
ら
さ
れ

る
と
い
う
方
が
、
当
た
っ
て
い
る
か
し
ら
。
智
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
、

今
の
あ
ん
た
が
想
像
し
て
い
る
よ
り
、
女
ら
し
く
て
、
そ
し
て
良

妻
タ
イ
プ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

加
奈
子
は
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
茄
だ
り
具
合
を
指
先
で
た
し
か

め
な
が
ら
、
無
造
作
に
さ
っ
き
の
言
葉
を
く
り
返
し
た
。

「
今
の
お
ば
さ
ん
の
よ
う
に
、
貞
淑
に
な
る
と
い
う
の
？
」

加
奈
子
は
急
に
相
手
に
口
を
つ
ぐ
ま
れ
た
気
が
し
た
。
冗
談
め

い
た
軽
い
言
葉
の
響
き
で
は
な
か
っ
た
。

加
奈
子
は
ま
た
沈
黙
に
戻
っ
た
。
先
刻
の
、
二
人
し
て
か
も
し

だ
し
た
、
上
機
嫌
の
雰
囲
気
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。
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縁
に
腕
を
か
け
、
上
半
身
を
揺
る
が
せ
て
い
る
智
世
を
、
ま
る
で

痴
呆
者
の
よ
う
な
目
つ
き
で
見
て
い
た
。
智
世
の
胸
の
む
か
つ
き

が
お
さ
ま
る
ま
で
、
加
奈
子
は
ぼ
ん
や
り
と
立
っ
て
い
た
。

収
吐
の
匂
い
と
、
上
げ
た
ば
か
り
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
蒸
気
が
、

生
温
か
く
鼻
先
に
ま
と
い
つ
い
て
加
奈
子
は
我
に
戻
っ
た
。
ど
ろ

り
と
濁
っ
て
輪
郭
の
な
い
白
い
吐
潟
物
が
、
ス
テ
ン
レ
ス
板
に
盛

り
上
が
っ
て
い
る
。
鳥
肌
が
た
つ
の
を
覚
え
て
加
奈
子
は
息
を
と

め
た
。
暖
昧
に
顔
を
上
げ
た
智
世
が
、
そ
れ
だ
け
は
早
い
動
作
で

す
ぐ
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
。

こ
の
子
は
妊
娠
し
て
い
る
／
、

思
わ
ず
水
滴
の
ほ
と
ば
し
り
を
避
け
て
後
ず
さ
っ
た
加
奈
子
の

胸
に
、
そ
の
考
え
が
つ
き
上
げ
て
き
た
。
身
ぶ
る
い
が
い
き
な
り

背
す
じ
を
走
っ
て
、
加
奈
子
は
テ
ー
ブ
ル
に
両
腕
を
つ
い
て
い
た
。

智
世
は
、
そ
ん
な
加
奈
子
に
見
つ
め
ら
れ
る
ま
ま
、
ま
だ
お
び

た
だ
し
い
水
を
流
し
つ
づ
け
て
い
た
。
閉
め
き
っ
た
台
所
の
四
角

い
空
間
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
を
叩
き
つ
け
る
水
音
ば
か
り
が
響
き
わ

た
っ
て
い
る
。
片
脚
を
ゆ
る
く
引
き
、
腰
を
ひ
ね
っ
て
排
水
孔
を

眺
め
入
っ
て
い
る
後
姿
が
、
年
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
ふ
て
ぶ
て

し
さ
を
見
せ
て
い
る
気
が
し
た
。

加
奈
子
は
妙
な
感
慨
に
襲
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
。

小
麦
色
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
包
ま
れ
た
頼
り
な
げ
な
細
い
脚
、

あ
ん
な
子
供
じ
み
た
脚
が
、
朱
色
の
熱
い
肉
の
子
房
を
支
え
て
い

る
の
か
。
年
端
も
い
か
な
い
小
娘
が
、
と
い
う
嫌
悪
か
ら
離
れ
た
、

変
な
感
嘆
の
情
に
加
奈
子
は
自
分
で
自
分
を
お
か
し
く
思
っ
た
。

も
と
の
部
屋
に
智
世
を
呼
び
入
れ
て
、
さ
て
何
を
話
し
か
け
も

の
か
と
、
加
奈
子
は
相
手
の
顔
を
見
つ
め
入
っ
た
。
帰
る
な
ら
潮

時
だ
と
思
っ
た
の
に
、
加
奈
子
の
後
に
素
直
に
つ
い
て
来
て
、
窓

の
青
い
カ
ー
テ
ン
を
透
か
す
光
線
に
眼
を
逸
ら
し
な
が
ら
、
黙
っ

て
卓
椎
台
の
前
に
坐
り
こ
ん
で
い
た
。

軽
い
放
心
を
現
わ
し
て
い
る
よ
う
な
、
白
く
乾
い
た
唇
を
加
奈

子
は
見
つ
め
な
が
ら
、
こ
の
子
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
、

と
は
じ
め
て
現
実
的
な
心
配
が
湧
い
て
く
る
の
を
お
ぼ
え
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
娘
は
普
段
は
ど
ん
な
子
な
の
だ
ろ
う
か
、

と
知
ら
な
い
日
常
の
側
へ
鋭
く
想
い
が
向
い
て
い
っ
た
。
（
続
く
）

１
１４６
１

戸司

分
に
調
子
を
合
わ
す
に
は
智
世
は
若
す
ぎ
る
。
し
た
い
よ
う
に
さ

せ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
。

加
奈
子
が
す
す
め
た
言
葉
に
対
し
、
一
瞬
智
世
は
考
え
こ
む
目

つ
き
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
な
ぜ
か
、
年
相
応
の
弱
々
し
い
感
じ

を
見
せ
て
、
後
手
に
組
ん
で
い
た
腕
を
ほ
ど
く
と
遠
い
視
線
に
な

り
、
人
差
し
指
の
爪
を
噛
ん
で
し
ば
ら
く
黙
り
こ
ん
で
い
た
。

「
手
伝
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
？
」

加
奈
子
は
軽
く
言
葉
を
か
け
、
自
分
の
エ
プ
ロ
ン
ま
で
渡
し
て

や
っ
た
の
だ
っ
た
。
若
い
娘
の
甘
っ
た
れ
た
照
れ
笑
い
を
加
奈
子

は
や
わ
ら
か
く
受
け
と
め
、
結
局
は
相
手
に
対
し
て
の
思
い
や
り

を
通
り
過
ご
し
て
、
自
分
で
自
分
の
や
さ
し
さ
に
、
う
っ
と
り
と

包
み
こ
ま
れ
て
い
た
の
か
、
と
思
っ
た
。

加
奈
子
は
改
め
て
智
世
の
背
姿
に
見
入
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
ん
な
年
頃
の
娘
が
い
て
も
い
い
、
と
思
う
自
分
の
感
情
に
酔
っ

て
、
頬
に
笑
い
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
先
刻
か
ら
の
自
分
を
、
頭
の

中
で
ふ
り
返
っ
て
い
た
。
が
、
当
の
相
手
は
、
不
機
嫌
そ
う
な
背

の
こ
わ
ば
り
を
見
せ
て
、
静
脈
の
青
く
透
け
た
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の

ふ
く
ら
は
ぎ
に
、
フ
レ
ア
ー
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
波
う
た
せ
な
が
ら
、

苛
ら
だ
ち
を
抑
え
て
い
る
風
で
あ
っ
た
。
食
事
の
用
意
を
手
伝
う

の
が
、
そ
ん
な
に
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
。
も
う
半
分
は
う
ん

ざ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
、
加
奈
子
は
手
荒
く
ガ
ス
の
コ
ッ
ク
を

と
め
た
。

鍋
の
中
の
茄
で
汁
を
こ
ぼ
し
て
い
る
と
、
背
後
で
智
世
の
手
順

の
終
っ
た
の
が
気
配
で
わ
か
っ
た
。
思
い
過
ご
し
か
も
し
れ
な
い

が
、
台
所
を
脱
け
だ
す
頃
合
を
見
測
っ
て
い
る
目
つ
き
が
、
自
分

の
背
中
に
ま
つ
わ
っ
て
い
る
気
が
し
た
。
少
し
荒
だ
っ
た
息
が
智

世
の
口
か
ら
洩
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
に
帰
り
た
け
れ
ば
、
こ
っ
ち

か
ら
口
実
を
い
い
渡
し
て
や
ろ
う
。
そ
う
思
っ
て
、
く
る
り
と
躯

の
向
き
を
変
え
た
と
た
ん
、
眼
を
潤
ま
せ
た
智
世
の
口
か
ら
坤
き

声
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。
眼
を
瞳
い
た
加
奈
子
の
視
野
に
、
海
老
の

よ
う
に
丸
ま
っ
た
智
世
の
上
体
が
走
り
こ
ん
で
来
た
。
そ
の
両
掌

か
ら
溢
れ
た
汚
物
が
粘
っ
て
蒜
を
ひ
い
て
い
る
。
自
分
の
う
ろ
た

え
た
声
が
、
他
人
の
声
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
い
き
な
り
悪
い
映

画
の
一
シ
ー
ン
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
加
奈
子
は
流
し
の
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北
イ
ン
ド
仏
跡
め
ぐ
り
の
十
五
人
の

パ
ー
テ
ィ
の
う
ち
口
髭
を
生
や
し
た
男

は
、
私
ひ
と
り
だ
っ
た
。
八
日
間
の
旅

行
中
、
不
精
髭
を
い
っ
さ
い
剃
ら
な
い

広
告
マ
ン
が
、
ひ
と
り
い
る
こ
と
は
い

た
が
。一

行
の
う
ち
八
人
が
僧
侶
で
あ
る
。

二
日
お
き
に
て
い
ね
い
に
剃
刀
を
あ
て

る
。
ク
リ
ク
リ
頭
の
剃
り
あ
と
に
、
イ

ン
ド
の
太
陽
が
、
よ
う
し
や
な
く
照
り

つ
け
る
。
汗
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

菅
い
水
の
幕
を
は
り
つ
め
た
。

こ
の
剃
髪
に
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

っ
て
、
長
髪
だ
っ
た
三
人
の
僧
侶
た
ち

も
、
毎
晩
ど
こ
か
で
髪
を
剃
り
落
と
し

た
。
そ
の
上
に
、
旅
の
最
終
日
の
夜
に

は
、
旅
行
社
の
添
乗
員
ま
で
が
、
バ
ン

コ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
で
得
度
の
儀
式
を
お

こ
な
っ
た
。
八
日
間
の
仏
跡
め
ぐ
り
に

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
系
の
大
学
を
卒
業
し
て
い

る
彼
が
、
丸
坊
主
に
な
っ
た
。
長
い
髪

に
お
し
ゃ
れ
の
パ
ー
マ
を
か
け
た
添
乗

員
が
、
髪
を
剃
り
落
と
す
と
そ
の
童
顔

が
、
ど
の
僧
侶
よ
り
も
、
も
っ
と
も
修

行
僧
に
ふ
さ
わ
し
く
見
え
た
。
そ
し
て

黒
い
ロ
イ
ド
眼
鏡
が
、
丸
坊
主
の
頭
に
、

輪
を
か
け
る
よ
う
に
似
合
っ
た
。

私
は
添
乗
員
と
そ
の
夜
、
ホ
テ
ル
で

飲
み
あ
か
す
こ
と
に
し
て
い
た
。
私

は
、
彼
を
部
屋
に
呼
び
、
ネ
パ
ー
ル
で
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中
の
頭
部
を
三
点
、
矢
つ
ぎ
ば
や
に
描
い
た
。

彼
は
、
と
き
ど
き
私
に
ふ
り
か
え
り
晩
み
つ
け
て
は
、
グ
ラ
ス

を
空
け
る
。
細
い
指
で
両
眼
を
押
え
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
は
、
瞳
を

う
る
ま
せ
る
。
眼
を
し
ば
た
た
か
せ
、
鼻
を
ひ
く
ひ
く
さ
せ
、
さ

か
ん
に
喋
る
こ
と
で
、
私
の
眼
差
し
を
払
い
の
け
て
い
る
。
ま
れ

に
、
額
に
た
れ
る
髪
を
な
で
あ
げ
る
よ
う
に
指
が
頭
に
の
び
る
。

髪
の
な
い
の
に
気
づ
く
指
が
、
ク
リ
ク
リ
頭
を
む
な
し
く
は
じ

く
。
首
を
左
右
に
ふ
っ
て
も
、
耳
か
ら
肩
に
な
が
れ
る
髪
は
な
い
。

彼
の
そ
ん
な
仕
種
が
、
み
て
い
て
も
あ
き
な
い
。
彼
は
、
頭
上
を

掠
め
る
風
に
お
び
え
て
い
る
。
そ
れ
は
女
の
尻
が
、
ふ
と
冷
た
い

空
気
に
ふ
る
え
る
の
に
似
て
い
る
。
私
は
、
に
や
に
や
し
な
が
ら

も
６
Ｂ
の
鉛
筆
を
は
な
さ
な
か
っ
た
。

私
は
ス
ケ
ッ
チ
の
四
点
目
で
集
中
す
る
力
を
失
っ
て
い
た
。
眼

に
蒼
い
幕
が
か
か
り
、
じ
っ
と
見
つ
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
坊
主
頭

が
二
重
に
ゆ
れ
う
ご
く
の
だ
。
私
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
閉
じ
、

グ
ラ
ス
に
手
を
伸
ば
す
。

日
本
へ
の
み
や
げ
用
の
ジ
ン
が
空
に
な
っ
た
。
ラ
ム
酒
も
半
分

に
な
っ
た
。
私
は
グ
ラ
ス
を
持
っ
た
ま
ま
両
眼
を
お
さ
え
、
そ
の

ま
ま
口
髭
を
な
で
て
い
る
。
酔
っ
て
赤
く
な
っ
た
顔
に
、
口
髭
は

保
護
色
に
変
色
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
う
ち
、
私
は
袈
裟
姿
の
野
中
を
描
い
て
み
た
く
な
る
。
私

の
気
ま
ま
な
希
望
に
僧
侶
の
一
人
が
、
袈
裟
を
持
っ
て
く
る
。

「
フ
リ
チ
ン
の
ま
ま
、
直
接
着
る
も
ん
だ
」

「
胴
巻
き
の
上
か
ら
だ
と
、
姿
勢
が
決
る
ん
だ
が
な
」

野
中
は
、
い
わ
れ
る
ま
ま
に
パ
ジ
ャ
マ
を
脱
ぎ
捨
て
る
。
パ
ン

ツ
の
形
だ
け
が
白
い
。
厚
み
の
あ
る
黄
色
の
袈
裟
を
肩
か
ら
背
に

巻
き
つ
け
て
ゆ
く
。
私
は
眼
を
細
め
、
思
わ
ず
鉛
筆
を
握
り
し
め

画
用
紙
に
向
う
。
や
が
て
、
そ
の
着
付
け
が
お
わ
る
と
若
い
修
行

僧
は
、
両
手
を
胸
の
前
に
あ
わ
せ
た
り
、
印
を
結
ん
で
恥
ず
か
し

げ
に
笑
っ
た
。
僧
侶
た
ち
は
別
れ
の
拶
挨
を
し
て
部
屋
を
引
き
あ

げ
て
い
っ
た
。

彼
を
た
た
せ
、
部
屋
を
歩
か
せ
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
せ
る
。
野

中
の
ポ
ー
ズ
を
な
ぞ
り
な
が
ら
私
は
楽
し
ん
で
ゆ
く
。
イ
ン
ド
で

は
、
老
若
を
問
わ
ず
男
た
ち
の
昼
寝
を
よ
く
見
か
け
た
。
公
園
の
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買
っ
た
ジ
ン
を
テ
ー
ブ
ル
に
出
し
た
。
明
日
の
夜
は
、
日
本
へ
帰

れ
る
。
そ
の
安
心
感
が
、
一
行
を
よ
り
ほ
が
ら
か
な
雰
囲
気
に
つ

つ
ん
で
い
た
。
イ
ン
ド
の
み
や
げ
も
の
を
ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
か

え
、
旅
の
メ
モ
を
つ
づ
り
な
が
ら
、
笑
い
声
が
た
え
な
い
。
そ
し

て
、
最
後
の
夜
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、
何
人
か
が
連
れ
だ
っ
て

街
へ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
。

街
へ
出
か
け
な
か
っ
た
二
、
三
の
僧
侶
た
ち
も
私
の
部
屋
へ
や

っ
て
き
た
。
手
に
手
に
ウ
イ
ス
キ
ー
を
さ
げ
、
ま
だ
残
し
て
い
た

ら
し
い
イ
カ
の
煉
製
に
焼
き
の
り
、
梅
干
ま
で
用
意
し
て
く
る
。

添
乗
員
の
野
中
は
、
得
度
の
儀
式
の
あ
と
、
汗
を
な
が
し
て
き
た

の
か
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
顔
を
私
の
前
に
現
わ
し
た
。
パ
ジ
ャ
マ
姿

で
あ
る
。
真
夜
中
に
両
親
の
寝
床
へ
も
ぐ
り
こ
ん
で
き
た
お
し
ゃ

ま
な
眼
差
し
が
、
彼
に
は
あ
っ
た
。

乾
杯
。
グ
ラ
ス
が
ふ
れ
あ
う
。
寄
せ
あ
う
蒼
い
頭
が
離
れ
る
。

「
野
中
く
ん
の
得
度
し
た
真
意
は
な
ん
だ
」
と
私
。

「
い
わ
ず
も
が
な
か
な
」
と
僧
侶
の
た
す
け
舟
。

「
酔
っ
て
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
な
」

野
中
は
笑
い
な
が
ら
、
鉢
を
か
わ
し
て
い
く
。
ク
リ
ク
リ
頭
の

生
ぐ
さ
さ
が
、
一
瞬
、
私
の
心
を
熱
く
刺
戟
す
る
。
も
る
肌
に
風

が
そ
よ
い
で
い
る
。
ふ
る
え
る
よ
う
な
初
う
い
し
さ
が
、
恥
ず
か

し
げ
に
ゆ
ら
め
く
。
ル
ー
ム
ラ
イ
ト
に
ひ
か
る
富
士
額
、
ま
る
み

う
な
じ

の
あ
る
後
頭
部
、
項
ぎ
わ
の
ぽ
ん
の
く
ぼ
。
そ
の
窪
み
す
ぎ
た
蒼

い
影
に
、
ま
だ
生
毛
が
残
っ
て
い
て
、
彼
の
幼
い
面
影
を
い
っ
そ

う
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
。
項
か
ら
な
が
れ
る
骨
ば
つ
た
背
中
の
線

に
、
丸
裸
に
さ
れ
た
処
女
の
に
お
い
が
あ
っ
た
。

僧
侶
た
ち
は
、
ソ
フ
ァ
に
坐
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
、

グ
ラ
ス
を
持
っ
た
。
私
は
酔
っ
ぱ
ら
わ
な
い
前
に
、
バ
ッ
グ
か
ら

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
取
り
だ
す
。
イ
ン
ド
の
旅
で
描
い
た
あ
わ
た

だ
し
い
ラ
フ
・
ス
ケ
ッ
チ
の
つ
づ
き
に
、
僧
侶
た
ち
を
描
き
た
か

っ
た
。
と
く
に
野
中
の
ク
リ
ク
リ
坊
主
を
。
記
念
す
べ
き
得
度
し

た
日
の
彼
を
何
枚
も
何
枚
も
描
き
た
い
。

「
俺
は
、
モ
デ
ル
じ
ゃ
な
い
よ
」

野
中
は
、
私
の
執
勧
な
眼
差
し
に
抵
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
眼

鏡
の
奥
で
晩
み
か
え
し
て
く
る
が
、
私
は
か
ま
わ
な
か
っ
た
。
野

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



〆一、

Ⅱ
L 一〆

突
然
、
ド
ア
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
る
。
返
事
の
前
に
、
一
陣
の
風
が

吹
き
あ
れ
て
く
る
。
街
へ
く
り
だ
し
て
い
た
僧
侶
や
カ
メ
ラ
マ
ン
、

そ
れ
に
役
所
勤
め
の
課
長
ら
が
帰
っ
て
き
た
の
だ
。
四
人
の
話
は

狼
雑
で
、
バ
カ
騒
ぎ
の
ま
つ
り
の
あ
と
の
寂
し
さ
を
と
も
な
っ
て

い
る
。一

時
間
余
り
の
夜
の
ア
ラ
カ
ル
ト
は
、
す
べ
て
ホ
テ
ル
の
ボ
ー

イ
の
献
立
に
た
よ
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
ボ
ー
イ
が
ホ
テ
ル
の
廊
下

を
し
の
び
足
で
歩
い
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
幕
が
開
く
の
だ
。

あ
ら
か
じ
め
課
長
と
話
合
い
が
つ
い
て
い
た
ら
し
く
、
ル
ー
ム
ナ

ン
バ
ー
を
た
ど
っ
て
や
っ
て
き
た
。
鼻
が
ま
る
く
、
一
一
重
職
の
大

き
な
眼
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
さ
せ
て
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
に
こ
に
こ

し
て
い
る
。
こ
の
ボ
ー
イ
の
小
麦
色
な
ら
日
本
人
に
で
も
い
そ
う

だ
。
鱗
憾
垂
の
こ
と
ば
を
復
唱
し
て
ゆ
く
得
度
の
儀
式
が
な
が
び

い
た
た
め
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
手
が
ぬ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
メ
ン
バ

ー
が
揃
わ
な
い
こ
と
を
、
課
長
が
ひ
と
り
で
い
ら
だ
っ
て
い
る
。

「
奴
の
都
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
さ
、
十
二
時
ま
で
に
入
り
た
い
ん

だ
よ
」

「
十
二
時
を
過
ぎ
る
と
、
む
し
ろ
安
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」

「
バ
カ
、
十
一
時
に
四
人
を
、
約
束
し
て
い
る
ん
だ
」

得
度
の
あ
と
の
祝
杯
も
そ
こ
そ
こ
に
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
駆
け
つ
け
た
と
き
は
、
十
一
時
を
四
十
分
も
過
ぎ
て
い

た
。ボ

ー
イ
の
後
に
く
っ
つ
い
た
男
た
ち
は
、
足
早
に
ホ
テ
ル
の
裏

口
か
ら
ガ
レ
ッ
ジ
に
出
る
。
そ
こ
に
は
、
白
タ
ク
が
用
意
さ
れ
、

開
か
れ
た
ド
ァ
ヘ
四
人
が
乗
り
こ
む
。
行
き
先
は
、
戦
国
時
代
の

武
士
に
な
ぞ
っ
て
「
壇
の
浦
合
戦
場
」
と
い
っ
て
お
こ
う
。
ク
ル

マ
は
、
ビ
ル
街
の
表
通
り
を
ひ
た
す
ら
駆
け
て
ゆ
く
。
や
が
て
橋

を
渡
る
。
南
か
北
か
、
方
向
は
定
ま
ら
ぬ
が
、
と
も
か
く
駆
け
つ

づ
け
る
。

行
け
ど
も
行
け
ど
も
松
林
も
、
浜
辺
も
な
い
。
突
然
、
白
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
城
壁
に
も
似
た
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
突
き
こ
む
。

「
い
よ
い
よ
到
着
か
」

「
よ
っ
こ
ら
し
よ
」

く
；潜戸
を
く
ぐ
る
よ
う
に
大
地
に
お
り
た
つ
。
乗
る
と
き
気
づ
か

凸
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柵
の
上
で
、
大
樹
の
下
で
暗
褐
色
の
寝
姿
は
、
そ
の
ま
ま
も
の
か

げ
の
た
た
ず
ま
い
に
と
け
こ
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
大
地
の
神
に
寄

り
そ
い
、
太
陽
と
共
に
息
ず
い
て
い
た
。

野
中
の
貌
に
、
ふ
と
若
い
ガ
ン
ジ
ー
の
貌
が
重
な
る
。
立
肘
で

ね
は
ん

坊
主
頭
を
か
し
げ
横
た
わ
る
浬
桑
図
に
は
、
ゴ
ャ
の
『
裸
の
マ
ハ
』

が
寄
り
そ
っ
て
き
て
、
私
を
と
ま
ど
ら
せ
た
ｃ

私
は
気
ま
ま
で
、
し
か
も
上
機
嫌
だ
っ
た
。
野
中
に
は
、
い
ろ

ん
な
ポ
ー
ズ
を
注
文
す
る
。
真
新
し
い
袈
裟
の
ひ
だ
が
、
肩
か
ら

胸
へ
怪
へ
と
な
が
れ
て
は
、
よ
ど
ん
だ
。
私
は
灯
の
位
置
を
か
え

て
み
る
。
黄
色
だ
と
思
っ
て
い
た
袈
裟
が
、
濃
い
オ
レ
ン
ジ
色
に

も
え
あ
が
る
。
野
中
の
貌
に
も
、
そ
の
オ
レ
ン
ジ
色
が
ま
ぷ
し
く

映
え
、
私
は
あ
る
陶
酔
に
満
足
し
て
い
た
。

修
行
僧
は
眼
を
閉
じ
た
ま
ま
冥
想
に
ふ
け
っ
て
い
る
。
起
伏
す

る
胸
が
、
静
か
に
息
づ
い
て
い
る
。
私
の
手
早
く
描
く
鉛
筆
の
す

れ
る
音
だ
け
が
、
部
屋
に
く
ぐ
も
っ
て
い
た
。
私
は
、
と
き
ど
き
見

ほ
れ
る
よ
う
に
手
を
留
守
に
し
て
は
鉛
筆
を
歯
で
か
ん
で
い
た
。

「
も
う
、
い
い
ん
で
す
か
」

私
は
彼
の
声
に
は
っ
と
し
て
、
ま
た
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
。

「
い
や
、
あ
り
が
た
い
よ
。
無
理
な
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
。

も
う
し
ば
ら
く
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
い
て
も
ら
お
う
か
な
」

「
船
田
さ
ん
」

野
中
は
私
を
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
、
目
の
前
に
い
る
彼
の
声
と
は

思
え
ぬ
ほ
ど
遠
く
で
聞
え
た
。
空
聞
き
だ
っ
た
の
か
と
、
私
は
そ

の
ま
ま
画
用
紙
に
集
中
し
て
い
た
。
ふ
た
た
び
野
中
が
私
を
呼
ぶ
。

「
こ
れ
か
ら
喋
る
こ
と
、
内
証
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
ん
で
す
よ
」

彼
は
、
ふ
い
に
鉢
を
起
し
た
。

「
い
や
、
や
っ
ぱ
り
喋
ら
な
い
方
が
い
い
な
」
と
、
ま
た
ベ
ッ
ド

に
横
た
わ
る
。
彼
が
、
私
に
何
か
を
語
り
た
が
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
が
、
今
夜
彼
を
得
度
に
踏
み
き
ら
せ
た
こ
と
に
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
彼
の
人
生
で
、
生
ま
れ
か
わ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
何
か
が
あ
っ
た
の
だ
。
私
は
、
彼
の
心
の
内
を
の
ぞ
き
こ

む
よ
う
に
鉢
を
乗
り
だ
し
た
。神戸
っ子
アー
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な
か
っ
た
の
に
、
旧
型
ト
ョ
ペ
ッ
ト

だ
。
．
の
字
型
の
建
物
を
仰
ぐ
。
廊
下

に
灯
が
ち
ら
ほ
ら
。
つ
い
で
に
見
あ
げ

た
、
夜
空
に
星
は
な
い
。

病
院
の
よ
う
な
廊
下
を
つ
た
っ
て
二

階
へ
案
内
さ
れ
る
。
待
ち
か
ま
え
て
い

た
お
や
じ
が
で
て
く
る
。
台
湾
系
の
顔

だ
。
ポ
テ
腹
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
が
開
始
さ

れ
る
。
指
で
値
段
が
示
さ
れ
る
。
侍
た

ち
は
値
切
っ
て
み
る
。
イ
ヤ
、
ダ
メ
ダ

メ
。
そ
れ
な
ら
ヤ
メ
る
よ
・
ホ
ン
ト
カ
。

押
し
た
り
、
引
い
た
り
、
そ
の
う
ち
に

話
は
決
ま
る
。
品
物
が
押
し
こ
ま
れ
て

く
る
。
そ
の
品
物
が
、
や
が
て
動
き
だ

す
。
そ
し
て
笑
う
。
病
院
な
ら
、
さ
し

ず
め
看
護
婦
見
習
い
。
チ
ェ
ン
マ
イ
か

ら
も
売
ら
れ
て
き
た
女
た
ち
だ
。

彼
女
た
ち
は
互
に
笑
い
、
ガ
ム
を
か

ん
で
い
る
唇
を
や
す
め
な
い
。
瞳
の
大

き
い
娘
、
唇
の
む
く
れ
た
娘
、
お
と
な

し
そ
う
な
顔
だ
ち
…
…
や
が
て
侍
た
ち

が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
相
手
を
選
ぶ
。
運
命

論
者
や
反
戦
論
者
の
弁
を
借
り
る
ま
で

も
な
く
、
国
境
を
越
え
、
過
去
の
戦
争

を
知
ら
な
い
若
者
た
ち
の
出
会
い
が
、

は
じ
ま
る
の
だ
。
あ
く
ま
で
も
献
立
に

従
い
、
ア
ラ
カ
ル
ト
の
食
事
を
す
る
の

に
似
て
い
た
。

「
俺
の
相
手
は
、
十
八
歳
と
か
い
っ
て

い
た
つ
け
」

「
こ
と
ば
が
、
全
然
通
じ
な
く
て
よ
。

口
も
き
か
な
か
っ
た
」

「
ワ
シ
は
、
マ
ル
秘
の
裏
話
を
訊
か
さ

れ
た
よ
。
女
た
ち
の
分
け
前
は
、
一
ド

｢ 一雨

’
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「
い
や
、
七
日
間
は
、
女
房
の
顔
も
想
い
う
か
ば
な
か
っ
た
ね
」

私
は
強
が
り
を
い
い
な
が
ら
、
課
長
の
冷
か
し
も
退
ぞ
け
て
い

た
。
課
長
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
肌
着
類
を
バ
ッ
ク
に
詰
め
こ
む

と
新
し
い
下
着
を
つ
け
た
。
背
広
を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
愚
痴
ぽ

く
く
り
か
え
し
て
い
た
課
長
が
、
今
夜
に
な
っ
て
役
立
っ
た
の
だ
。

「
女
郎
買
い
に
背
広
を
着
て
い
っ
た
ん
だ
も
ん
ね
」

四
人
は
笑
っ
た
。
酒
が
空
に
な
っ
た
。
仕
方
な
く
彼
ら
は
引
き

あ
げ
る
。

私
は
、
な
ん
と
な
く
落
着
け
な
い
。
ま
だ
飲
み
た
ら
な
い
の
だ
。

野
中
も
酔
っ
て
な
い
と
い
う
。

「
じ
や
、
話
の
つ
づ
き
も
喋
っ
て
も
ら
え
な
い
ね
」

野
中
は
笑
っ
て
、
空
の
グ
ラ
ス
を
ふ
っ
た
。
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、

ま
だ
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
そ
う
だ
っ
た
。
ル
ー
ム
ナ
ン
バ
ー
を
た

よ
り
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
し
て
み
る
。
す
で
に
地
下
の
バ
ー
も
閉
ま

っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
を
つ
け
、
他
の
僧
侶
た
ち
を
鍔
る
の
だ
。

川
辺
夫
妻
が
ウ
イ
ス
キ
ー
を
さ
げ
て
や
っ
て
き
た
。
悪
運
強
し
、

ま
だ
酒
に
あ
り
つ
い
た
と
、
ま
た
も
や
グ
ラ
ス
が
ふ
れ
あ
う
。
十

五
人
の
パ
ー
テ
ィ
で
唯
一
の
夫
妻
連
れ
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
街
か

ら
帰
っ
て
き
た
と
い
う
川
辺
夫
人
は
、
し
ご
く
に
こ
に
こ
し
て
い

た
。
イ
ン
ド
で
買
っ
た
サ
リ
ー
の
話
が
で
る
。

「
チ
ン
ド
ン
屋
み
た
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
い
や
、
似
合
っ
て
ま
し
た
よ
。
胸
も
お
尻
も
さ
す
が
の
イ
ン
ド

人
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
ね
」

カ
ト
マ
ン
ズ
の
夕
食
以
後
、
川
辺
夫
人
の
サ
リ
ー
姿
は
見
え
な

い
。
私
が
最
後
の
夜
だ
か
ら
、
サ
リ
ー
の
注
文
を
す
る
が
引
受
け

て
も
ら
え
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、
ス
ケ
ッ
チ
で
す
か
と
、
野
中
は

眼
を
こ
す
り
な
が
ら
顔
を
あ
げ
た
。

「
こ
の
旅
行
で
、
一
番
幸
せ
だ
っ
た
の
は
川
辺
夫
妻
で
し
ょ
う
ね
。

新
婚
旅
行
を
兼
ね
た
ん
で
す
か
ら
。
そ
の
反
対
に
一
番
の
悪
運
は

俺
だ
っ
た
な
」

野
中
は
い
い
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
握
り
し
め
た
グ
ラ
ス
を
蒼
い
富

士
額
に
押
し
つ
け
て
い
た
。

（
シ
ー
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
あ
ざ
ら
し
の
毛
皮
色
）

（
つ
づ
く
）

凸
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ル
あ
る
か
な
し
か
っ
て
よ
。
後
は
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
、
タ
ク
シ
ー

の
運
ち
ゃ
ん
、
パ
ン
助
の
お
や
じ
ら
で
山
分
け
し
ち
ま
う
っ
て

よ
」「

日
本
人
の
客
か
ら
は
、
ぽ
っ
た
ぐ
っ
て
さ
◎
同
じ
タ
イ
人
な
ら

半
値
以
下
で
や
ら
せ
る
っ
て
よ
」

「
奴
さ
ん
ら
も
、
病
気
に
は
気
を
も
ん
で
い
る
ら
し
い
よ
。
日
本

人
に
噂
が
ひ
ろ
ま
つ
ち
ま
う
と
客
が
寄
り
つ
か
な
く
て
よ
、
店
が

あ
が
っ
た
り
に
な
る
か
ら
」

「
ス
キ
ン
を
使
っ
た
の
か
い
」

「
二
重
に
し
た
よ
」

「
ワ
シ
は
、
浴
漕
で
並
ん
で
洗
っ
た
よ
」

さ
す
が
に
課
長
も
僧
侶
も
「
映
倫
」
を
気
に
し
て
か
、
中
身
は

ぼ
か
し
て
語
ら
な
い
。

梅
雨
期
の
バ
ン
コ
ッ
ク
は
、
街
の
通
り
で
も
低
い
と
こ
ろ
は
、
洪

水
の
よ
う
水
び
た
し
に
な
っ
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
は
、
平
気
で
そ

の
な
か
を
走
り
ま
わ
る
。
水
か
さ
が
あ
っ
て
立
往
生
し
た
ク
ル
マ

を
膝
ま
で
ズ
ボ
ン
を
あ
げ
た
青
年
た
ち
が
、
後
押
し
し
て
い
る
。

目
抜
き
通
り
で
も
食
堂
や
雑
貨
屋
の
土
間
に
、
な
み
な
み
と
水
が

入
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
真
夜
中
も
過
ぎ
る
と
店
は
閉
ま
り
、
ク

ル
マ
の
数
も
少
く
な
っ
た
。
こ
の
街
の
朝
は
早
い
。
僧
侶
の
托
鉢

か
ら
夜
が
あ
け
る
の
だ
。

合
戦
後
の
帰
り
道
の
話
が
と
ぎ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
野
中
が
ま
じ

め
な
顔
を
私
に
向
け
て
き
た
。

「
船
田
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
同
行
し
な
か
っ
た
ん
で
す
か
」

彼
は
、
い
つ
の
間
に
か
袈
裟
を
パ
ジ
ャ
マ
に
着
が
え
て
い
た
。

「
カ
ジ
ュ
ラ
オ
の
ミ
ト
ゥ
ナ
た
ち
と
交
わ
っ
た
か
ら
、
生
身
の
仏

さ
ん
た
ち
と
は
、
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
」

「
い
や
、
皮
肉
も
皮
肉
。
ま
い
っ
た
、
ま
い
っ
た
」

野
中
は
悲
鳴
に
似
た
声
を
は
り
あ
げ
た
。
私
が
、
こ
の
旅
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
い
カ
ジ
ュ
ラ
オ
ヘ
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を

申
し
出
た
の
だ
が
、
彼
は
日
程
が
組
め
な
い
か
ら
と
断
わ
っ
て
い

た
。
私
が
、
ま
だ
そ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
し
て
応
戦
の

構
え
で
あ
る
。

「
奥
さ
ん
が
、
こ
わ
い
ん
で
し
ょ
う
よ
」
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ア サヒ本生

「アサヒ本生」の特徴
○｢ アサヒ本生_ , の中味はたる生ビールと同じ
生ビールですから飲みやすく、お客様に喜ば
れ、売りｋげもアップします。
～しかも、たる生ビールと違い、手軽に扱え、
面倒な設備や売れ残りの心配もありません。

Ｌ「アサヒ本生」には、大びん（6 3 3 , 1 ）と、中
びん（5 ( ) ( ) n , いの２種類が揃っていますから、
お客様の適堂に応じることができます。

1fr④ｓｈ重
フレッシュな製品をつくりお届けするのが私達の役目です

取扱吊臼
牛乳ソ：牛乳ソフトミツクス
生クリームコーヒー用クリーム
ケーキ用クリーム各種アイスクリーム

株式会社

六 甲牧場
神戸市灘区篠原南町6丁目1 - 2 5公神戸0 7 8 ( 8 0 1 ) 6 0 0 0 (代表）神

一届と
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☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

１
年
分
三
○
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

芦
屋
宝
盛
館
芦
屋
市
公
光
町

昭
文
堂
芦
屋
市
月
若
町

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

１
１
１
１
１
１
０
０
‐

１
１
１
１
１
１
‐
１
１
‐
ｌ
’
：
’
１
．

★
最
近
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
随
分
緑
が

多
く
な
っ
た
な
と
幸
福
感
が
わ
い
て
く
る

勿
論
、
六
甲
山
も
緑
一
色
、
空
の
青
色
も

美
し
い
季
節
な
の
で
は
あ
る
が
、
神
戸
に

緑
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
た
こ
と
は
、
市

民
が
ほ
と
ん
ど
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
こ
の
様
子
で
五
年
、
十
年
も
経
て

ば
恐
ら
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
を
は
る
か

に
し
の
ぐ
程
緑
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
、
そ
ん
な

街
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
八
小
泉
康
夫
Ｖ

★
巾
央
体
育
館
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ー
ー

パ
ル
の
ピ
パ
ル
の
ビ
パ
ジ
ー
ン
ズ
、
ビ
バ

サ
ン
パ
に
全
力
投
球
。
ｎ
年
目
に
パ
レ
ー

ド
参
加
を
お
休
み
し
て
、
ピ
ル
の
４
Ｆ
か

ら
目
強
子
。
の
び
の
び
と
し
た
バ
ト
ン
ガ
ー

ル
の
足
や
、
あ
っ
と
い
う
趣
好
と
満
員
の

人
出
に
、
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
は
楽
し
い
ナ

ポ
リ
公
祭
り
な
ど
と
人
は
文
句
を
い
う
け

れ
ど
、
お
ま
わ
り
さ
ん
達
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。
Ａ
小
泉
美
喜
子
Ｖ

神
戸
国
際
会
館
回
剛
８
１
２
１

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
冒
剛
３
５
３
５

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
三
宮
画
剛
２
０
４
６

☆
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
市
垂
田
区
京
町
衝
剛
８
１
１
１

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
宮
剛
４
１
７
１

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
曾
剛
５
４
３
１

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

神
一
足
巾
悲
写
合
区
．
布
引
町
回
剛
５
０
３
１

六
甲
山
ホ
テ
ル

神
戸
市
灘
区
六
田
Ｉ
山
町
画
剛
０
３
０
１

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

註
区
六
甲
山
西
谷
上
回
剛
０
３
３
３

月
刊
「
神
戸

っ
子
」
は
思

い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
お

求
め
に
な
れ

神
戸
っ

出
会
う

れ
ま
す
。

時

154

子
と
’
１
ｍ
約
》
‐

☆
大
阪
の
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

画
蜘
１
１
１
１

☆
京
都
／
若
王
子
画
、
５
６
３
０

☆
が
れ
り
や
馬
亜
乃
画
”
５
０
０
５

Ｍ
Ａ
ｖ
ｌ
Ｅ
回
”
６
４
３
９

☆
神
戸
の
喫
茶
店

に
し
む
ら
瑚
排
中
山
手
店

画
剛
１
８
７
２

に
し
む
ら
加
俳
セ
ン
タ
ー
街奮

剛
０
６
６
９

バ
ロ
ン
ト
ア
ロ
ー
ド
店
画
剛
１
２
１
０

デ
ィ
ラ
元
町
２
回
伽
１
２
７
１

☆
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
４
画
剛
７
２
７
７

れ
ん
が
亭
（
ト
ア
・
ロ
ー
ド
）種

伽
７
１
６
８

ス
ー
プ
と
パ
ン
の
店
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
３
丁
目

官
剛
３
６
６
１

神
戸
館
生
田
新
道
画
側
２
９
５
５

☆
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

ク
ラ
ブ
小
万
生
田
東
門
筋
中
島
ピ
ル

神
戸
時
代
北
野
町
画
幽
３
５
６
７

神
戸
青
年
会
議
所

西
村
功

西
脇
親

中
巻
弘

中
西
勝

難
波
還

南
部
圭
三

成
瀬
香
梅

野
津
幸
三
郎

畑
専
一
郎

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
変
一
一

光
田
顕
司

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

元
永
定
正

行
吉
哉
女

淀
川
長
治

＝1

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
頂
い
た
方
々

朝
比
奈
隆
後
藤
末
二

青
木
重
雄
坂
井
時
忠

砂
野
仁
佐
藤
廉

乾
豊
彦
白
川
渥

石
野
信
一
新
谷
秀
夫

石
野
成
明
塩
路
義
孝

榎
並
正
一
砂
田
重
民

牛
尾
吉
朗
角
南
猛
夫

岡
崎
忠
竹
中
郁

小
曽
根
真
造
滝
川
清
一

小
野
一
夫
滝
川
勝
二

金
井
元
彦
武
田
繁
太
郎

嘉
納
正
治
田
宮
虎
彦

嘉
納
毅
六
田
中
健
一
郎

柏
井
健
一
玉
井
操

鴨
居
玲
田
辺
聖
子

貝
原
六
一
陳
舜
臣

楠
本
憲
吉
高
橋
孟

小
磯
良
平
津
高
和
一

小
林
芳
夫
竹
馬
準
之
助

小
泉
徳
一
外
島
健
吉

上
林
英
一
直
木
太
一
郎

神
戸
図
書
生
田
区
古
湊
通
１

淳
久
堂
書
店
セ
ン
タ
ー
街

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

漢
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

か
も
め
書
房
神
鉄
ピ
ル

漢
口
堂
書
店
湊
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

神
戸
っ
子

ご
あ
ん
な
い

編
集

後
記

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
１
９
４

★
発
行
／
理
年
６
月
１
日

★
溺
渠
・
発
行
嫁
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
催
望

神
戸
市
生
田
区
束
町
１
１
３
ノ
ー

＋
企
抑
ピ
ル
７
階

衝
’
３
３
１
）
２
２
４
６
へ
代
）

振
替
口
座
神
戸
４
５
１
９
６

頒
価
２
０
０
円

し

★
と
に
か
く
、
今
年
は
〃
忍
″
の
一
宇
で

中
味
の
挫
い
も
の
に
し
て
、
来
年
に
つ
な

ご
う
と
行
わ
れ
た
神
戸
ま
つ
り
も
、
警
察

に
守
ら
れ
て
（
？
）
無
事
、
終
了
。
し
か

し
ま
だ
白
昼
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
ま
つ
り

の
何
と
し
ら
じ
ら
し
い
こ
と
よ
・

八
川
端
欣
一
Ｖ

☆
第
二
回
神
戸
文
学
賞
の
作
品
募
集
を
始

め
る
。
恐
ら
く
作
品
の
出
来
栄
え
と
年
齢

と
は
紙
相
関
だ
ろ
う
。
四
十
に
し
て
単
な

る
文
字
の
羅
列
も
あ
れ
ば
二
十
で
”
遺
書
“

足
り
得
る
文
学
も
あ
る
。
願
わ
く
ば
生
涯

で
唯
一
作
、
己
れ
一
個
が
認
め
る
作
品
を

造
し
た
い
も
の
だ
八
佐
井
裕
勝
Ｖ

☆
こ
こ
は
海
の
ソ
バ
を
走
る
電
車
。
風
光

明
美
な
こ
ん
な
と
と
走
っ
て
る
の
に
、
ゆ

っ
く
り
立
ち
寄
る
こ
と
も
な
い
あ
わ
た
だ

し
い
〃
ま
つ
り
の
あ
と
さ
き
“
。
超
特
急

な
み
の
ス
ピ
ー
ド
で
時
間
が
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。
八
中
村
雅
子
Ｖ

☆
ル
ミ
さ
ん
と
ゆ
き
子
さ
ん
、
二
人
の
美

人
ピ
ァ
ー
ー
ス
ト
の
対
談
。
そ
の
日
は
二
人

の
恋
愛
論
も
と
び
だ
し
た
。
字
数
の
関
係

で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
。

Ａ
川
崎
啓
一
Ｖ

☆
電
車
が
開
通
し
た
頃
あ
た
り
一
而
菜
の

花
畑
で
其
黄
色
の
世
界
だ
っ
た
と
か
、
花

の
香
り
が
車
内
に
た
ち
こ
め
て
、
…
・
・
変
わ

り
果
て
た
現
状
。
早
く
走
る
だ
け
が
能
じ

ゃ
な
い
よ
ね
。
人
岡
田
な
な
子
Ｖ
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心
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フフ｡ ツショナブル
ドライバーよ. ／
日高里枝さんく親和女子大学〉
今春から晴れて花の女子大生。学生時代を有

意義に送るにはライセンスは必需品よれ。私の
家はこの自動車学院のすぐ近くで、兄もここの
卒業生なの。わりとスムーズに私もライセンス
を獲得できたわ。初心者マークを貼った真赤の
フォルクスワーゲンが私の愛車よ・まだ新米だ
からあまり遠くへは走れないけれど、そのうち
抜群のテクニックのドライバーになるんだから

可

■スタッフ紹介/ 大林静雄さん〈教務課々長補佐〉
サングラスをかけているときは、ちょっとお
っかなそう. . …. だけどサングラスをはずすとご
覧のとおり目元がやさしい大林先生，ｒいつま
でも初めて運転した時の気持ちを忘れずに｡ 」
●ライセンスローン開設／

公安委員会指定・技能試験免除

神戸自動車学院
盆５８１－１２０７( 代表）
神戸市北区緑町３丁目６番１号
（神鉄山の街下車）
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サンこうべ店
昌鐸呂 F ＴＷ１ー

③
ご;ｬｌＬさりこノ
楠公前店壷3 5 1 - 1 1 4 Ｅ
大丸店垂 3 2 1 - 5 2 5 7
サンこうべ店壷3 5 1 - 6 0 3 2
中山手店壷3 3 1 - 6 6 8 ［

神戸学院大学落語学院
月まんまる顔の女の子は同月がぴったりの
美女達。３０名余りの男子部員の中で紅４点
シャンゼリゼ風の酒落たガラス張りのお店
で古典落語の話。さすが現代つ子１６月２５
日の「元町迷人会」のため只今猛練習中。
写真左から棚橋由江さん（春の家若菜) ､ 岡本久美子
さん（春の家まどか）、田中慶子さん（春の家つく
し）、瀬戸千賀子さん（春の家あかね）

〈サンこうべ店にて〉

蜜３５１－１１４９
雪3 2 1 - 5 2 5 7
垂3 5 1 - 6 0 3 2
ａ3 3 1 - 6 6 8 0 ノ

ロー’

ツー

↑外刷
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罵倒や式罵’震旨趣岸

ｕ八傘Ｌ量論巾ｎ．入わ

驚謝:！
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おかげさまでスナック美和
は６月１０日で満３周年を迎
えることになりました。
つきましては６月９，１０，１１
日の３日間、感謝の気持ち
としてささやかながら記念
品を用意させていただきた
く存じます。
今後ともパレ小姫ともども
よろしくお引き立ていただ
けますようお服i い申しあげ
ます。梅沢和ｆ
スナ、ソク

MlWA美和
神戸市生田区下山手通1 丁目１
ＴＥＬ(078)391-3050
6 : o 0 R M ～１：o 0 A M 日曜休み

、

購峨崖
神戸市生田区加納田丁4 丁目
神三ビル２Ｆ
ＴＥＬ(078)332-1098
６: ０O P M ～１：0 0 A Ｍ日曜祭日休み
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1.両用

△神戸酒祭りより( 1 9 7 7 . 4 . 8）

■

X
|,§

琴Ｌ

ノ

ｌ中 1 1 1 手 ; 閑、Ｉ

神戸市生田区中山手通1 丁目1 1 4 - 1 ( 東門筋) 中島ビル3 Ｆ丑3 9 1 - 0 6 3 8 . 4 3 8 6

中山手漁り

、
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:言i三菱含雪塗
生田新道
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生田区中山手通１壷2 4 2 - 0 1 0 0 無休

竜垂

話上手な美女たちとお酒一今夜のあなたは“ラベコ
スタンタン' , の和気あいあいとしたムードのなかで。

ＳＮＡＣＫ＆ N ｌＧＨＴＳＰＯＴ

話上手な美女たちとお酒一今夜のあなたは“ラベコ
スタンタン，，の和気あいあいとしたムードの衣かで⑥

６

店_ ﾐ 周年を迎えて昭ちゃんも豊くんも、スタッフ一同
張り切りの" サテンドール, ，にアン・バートンが来店。

ＪＡＺＺＣＬＵＢ

店_ ﾐ 周年を迎えて昭ちゃんも豊くんも、スタッフ一同
張り切りの" サテンドール, ，にアン・バートンが来店。
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卿剛、I 』
生田区中山手通１壷2 4 2 - 0 1 0 0 無休

生田区中山手通１マリンビル地下壷3 3 2 - 1 0 1 ｇ
第一、三日曜休

ﾗ ペコ

詞

一人で飲むもよし. ／みんなで楽しく飲むもよし／ポト
ルキーーブであなたも" ﾃ ｲ ﾌ ｧ ・・ﾅ " の仲間になりませんか

オ・ルド、７，キラ各6 0 0 0 ｌｘ：
メキシコ料理の店

ＴＩＪＵＡＮＡ
生出区中山弓- 通：壷2 4 2 - 0 0 4 3 無休

上品で落ち街いた雰囲気の. , シャングリラ，’での洋酒の
味－貴方の理想郷。姉妹店「グランプリ､ ：もよろしく

懲皇I勘Izxラ
生国区中山手通，マリン確ルＷｉ壷３９１８９４判

、祝休
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神戸のうまいもんとドリンキングン、の

☆日本料理
讃岐名代うどんあこや亭

郵合区雄塚通７－５畳2 3 1 - 6 3 0 0
トアロード店宮3 9 1 - 2 5 3 8
兵応駅前店言5 7 5 - 5 3 0 6

北 海道郷土料』里蝦夷
生田区中山手通1 - 1 1 5 束門筋東門会館ピル１階

壷3 3 1 - 7 7 7 0

和 食くれない
三富生田新道浜側中央ＫＣＢピル２Ｆ

蚕3 3 1 - 0 4 9 4

; ， 鶏零謹悟味酉
生田区北長狭通１－２０公3 3 1 - 3 8 4 8
三宮さんちかダウン冠3 9 1 - 5 3 1 9

た こ焼たち（ ﾐ な
三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ 街( １日柳筋) 去3 3 1 - 0 5 7 2

と うふ料理東府家
生田区北野町３－５３言2 2 1 - 1 1 4 8

鼠 茶演亨むす鳶ふる里
生田区北長狭通２－１雷3 3 1 - 5 5 3 5

か っぽう吉本
生田区加納1 , 1 , - 9 5 - 1 ( ﾆ ｭ ｰ ジﾔ バﾝ 別館前）

言２４１－釧師

☆西洋料理
学r L ﾉ ﾐ ｰ ﾗ ﾗ ﾆ ｱ ポロン

葺合区八幡運５－６壷2 5 1 - 3 2 3 1

レストラン墨皮くあら力､ わ〉
生田区中山手２－９

言2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

ピ ｻ ' 8 z ｽ パケテイガルの店
蚕合区琴緒町５－１－７西山ピル1 Ｆ蚕2 4 1 - 9 0 あ

ｽ テーキハウスグリノレ青山
生田区中山手通2 - 1 1 2 - 2 （トアロード）

壷3 9 1 - 4 8 5 8

レ ストランクイーン易でコート
生田区山本通２丁目3 1 ａ2 4 2 - 2 4 6 9

雨ラ潅笹圃腫下山雫遮2-2,-3ｱﾏｯビﾙ,『戸
孟3 2 1 - 2 9 5 5

謎# 羅農墨総ゴックスタッド、
生田区山本通３－１８回教寺院前言２４２－０１３１

G A L L E R Y ＆
ｓＴＥＡＫＨｏｕｓＥＳＡＮ－ＭＯＮ三Ｆ弓

生田区中山手通二丁目9 8 - 9 9 毒3 3 1 - 5 8 1 7

Ｃａｆｅｅｌ ア ンド、ウトワRe s t a u r a n t
生田神社西伊藤ピル１Ｆ公3 9 1 - 8 6 3 9

レ ストランスイスシヤレーー
生田区北野町３－４８ｱ ﾆ ﾙ ドﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ １F

君2 2 1 - 4 3 4 3

レ ストランセントジョーージ
生田区北野町１－] ３０蚕2 4 2 - 1 2 3 4

レ ストラン男爵
生田区中山手１－１８

山手露一ビル１Ｆ錘２４１－O 7 7 8

ﾒ ｷ ｼ ｺ 小料理亭テイファ一一ナ
生田区中山手通1 丁目４－１２バールコーポラスピル1 Ｆ

云2 4 2 - 0 0 4 3

ｍａｉｓｏｎｄｅ 花 屋敷ｌａｍｏｄｅ
三宮フラワーロード市役所前壱2 5 1 - 0 3 1 5

ピーザ ･ パプ

フランス料理

ピッツァハゥス

ナイト
レストラン

ポリネシア料理
海賊焼

レストラン

レストラン

グリル・鉄板焼

レストラン
フランス料理

ステ三キハウス

ＢＡＲＢＥＣＵＥ
＆ＳＴＥＡＫ

届酒屋
ﾌ ﾗ ﾒ ﾝ ｺ ショー

レストラン

炭焼ステーキ

ピザ．。パテォ
生田区元町通１－４９( 元町１恭街）

症3 3 1 - 9 3 7 8

ビ ストロド ､ ウリヨン
生田区山本通２－４０－１丘2 2 1 - 2 7 2 7

ピ ノッキオ
生田区中山手通2 - 1 0 1 宮3 3 1 - 3 5 4 5

火 の鳥
生田区中山手通１－”言2 4 2 - 1 3 3 0

フイッシャーマンズオ: －ト
神戸港露４突提ポートターミナル

＝3 3 1 - 0 3 0 1

フ ツク東店
生田区栄町１－５－３宮3 2 1 - 3 2 0 7

ム －ンライ卜
三宮・生田新道冠3 3 1 - 9 5 5 4

月 冠 3 3 1 - 2 5 0 9

元町フルーツホール
元町１番街蚕3 3 1 - 1 9 8 7

れ Ａ，が事
生田区下山手通２－３４蚕3 3 1 - 7 1 6 8

段一
ノ、

生田区元1 1 1 ] ｢ 通3 壷3 3 1 - 2 1 0 8

ロ ス・ヒターノス
生田区下山手通３丁目２２
下山手セントラルハイツ

云3 9 1 - 5 4 3 1

フ ツク神戸店
生田区栄町２－２４公3 2 1 - 3 4 5 3

凱 旋門
生田区下山手通２丁目６祈遊ピル１Ｆ

壱3 2 1 - 3 3 7 8

鍬 溜息 I i 鰐ぶはら
‘MII l幻ＩｌＩｌＩＩ弧ｌｌＩＩＩＬＩケーノ〃II I I L B 1

査劉Ｉ－７Ｉ１１Ｔ

鐸 ズ ﾆ 多懇力ブリオ
神戸三宮さんブ. ラザB ﾕ F

雪３９エー5 2 0 6

サ パー＆れす - とらん島津
生田区栄町通２－Ｍ加地ビル３Ｆ

☆喫茶阪神元町駅西口南套3 9 1 - 5 7 0 0
ティー & ｽ ナックエボツク

生田区元町通３（浜側）膏3 3 1 - 3 6 9 4

喫 茶ガ－デニア
生田区束町凸１１３－１大神ビル1 Ｆ

= 3 2 1 - 5 1 1 4

宮 水のコーヒーにしむら零カロ誹店
中山手店・生田区中山手通１－７０

面２２１－１８７２－蚤i l - 9 5 2 4
センター街店。生閉ぽ＝衰町２－３５

会3 9 1 - 0 6 6 9
オヒ野店・山本通2 - 9 雪2 4 2 - 2 4 6 7

（会員制）３Ｆ事務所念2 4 2 - 1 8 8 0

コーヒーｽ ポットメデイタレーニファン
生田区北長狭通3 ( トアロード) アーパンピルＢ１

垂3 3 1 - 2 0 5 0

訓 Ｉ弓ドモ－ツアルト
生田区山本通2 - 9 8 グランドマンション１Ｆ

君２４１－３９６１

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ 室ﾘ ジキングスコート
ティーラウンジペントハウス

生田区山本述２－１１１キングスコート内
宮2 4 2 - 7 0 9 0

卵 排ノら〃
生田区三宮町２丁目2 ５（トァロード）

☆c ｌｕｂ画3 9 1 - ' 5 8 9
ｃ ｌｕｂ飛鳥

生田区中山手通１－１１７合3 3 1 - 7 6 2 7

Ｃ ｌｕｂ′ j 匙万
生田区東門筋中島ビル３Ｆ

宮3 9 1 - C 6 3 8 . 4 3 8 6

ｃ ｌｕｂさち
生田区中山手通２－７５査3 3 1 - 7 1 2 0

ク ラブ千
生田区下山手通２－２１言3 9 1 - 1 0 7 7

Ｃ ｌⅨｂなぎさ
生田区北畏狭通２－１宮3 3 1 - 8 6 2 6

く らぷぷ一（ず、ん
三富生田新道浜側中央ＫＣＢビル５Ｆ

垂3 3 1 - 8 5 9 3
ｃ ｌｕｂ

ＢＡＲＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
ＢＡＲ言3 3 1 - 0 8 8 6 . 3 9 1 - 2 6 9 6
Ｃ】 u ｂ壷３３１－０１５７

ク ラブる， S 、らん
生田区北長挟通１－５３宮3 3 1 - 2 8 5 4

☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
ＰＵＢ＆R E S T A U R A N T アツプランド

生堕区加納町３－１－３４冠2 4 1 - 8 2 7 1

サ ロンアノレノ ､ 卜ロス
生田区中山手通１－２４－７

大和ナイトプラザ２Ｆ言2 3 1 - 3 3 0 0

D ＲＩＮＫＩＮＧＩＳＡＮＡＲＴＯＦＬＩＦＥウ、ソドハウス
生田区下山手通１－３２壷2 4 1 - 7 3 2 0

ＣＡＦＥミ音楽の家ごＥＴエトワＴＯ１ＷＨ１ＳＫＹ
生田区三富町３三宮センター街西入ロ
スカイトーアビル3 F 垂3 3 2 - 1 7 5 5

純 会員制エドワーズ倶楽部
生田区北長狭通１－２８

ホワイトローズビ ﾙ 5 . 6 F 生田新道
壷３９１－３３００

出

ｓ ＮＡｃＫＬ８Ｍ
生田区北長狭通ｌ－２５生田析道ピルＢ１

壷3 2 1 - 3 0 7 0

ナ イトインおしやれ貴族
生田区中山手通１－２４－７

大和ナイトプラザB 1 壷2 4 2 - 1 9 2 5

ス ナック爾訂の花
鍾Ｈ区中山手通２丁目３０－１

束門ダイワナイトプラザ５Ｆ言３９１－“５５

スタンドカ、 てな
塩田灰中山手通１－９０英鯉ピル１Ｆ

云3 3 1 - 1 3 1 6

本 店洋酒の店キヤンテイ生田区北長狭通２－３
缶3 9 1 - 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 1 0

ｵ ﾋ 店スープとパンの店
生田区下山手通３－８－９

毒3 3 1 - 3 6 6 1

ス タンドグラムーノレ
生田筋岸ビル地階君3 3 1 - 4 6 3 7

ス タンドくる実
生田区中山手通１－７２言3 3 1 - 6 9 8 5

サ ロン神戸時代
生田区中山手通１－２８

モンシヤトウ台ﾄ プキピル壷2 4 2 - 3 5 6 7

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ウンジサヴオイ
高架山側テキの店北喬3 3 1 - 2 6 1 5

ス ナック栗禾Ｕ
生田区下山手通２－８－６衝3 2 1 - 0 2 6 0

ス ナック山荘
生田区北長挟通1 - 2 2 冠3 9 1 - 5 8 2 3

, n u s i C s p o t サントノ一レ
トァロード店生田区下山手通２トア・ロード

言3 9 1 - 3 8 2 2

北 野店生田区中山手通１－２４－７
ダイワナイトプラザ6 F 壷2 2 1 - 3 8 8 6

ス ナックレオバノレド
牛用灰中山手通２丁目3 0 - - 1

束門ダイワナイトプラザ６Ｆ画3 9 1 - 0 9 9 2
ＤＲＩＮＫ スネカジリッ子ＳＮＡＣＫ

生田区下山手通２永晃ピルＢ１
蚕3 9 1 - 8 7 0 8

Ｗｉｎｅａｎｄ 珍 地理屋ｓｏｍｅｔｈｉｎｇ
生1 1 1 区中山手】唾１－２４－７

大和ﾅ ｲ ﾄ プラザ１F 壷2 4 2 - 0 2 8 8

素 舌洞でっさん
生田区北長狭通1 - 2 5 8 き3 3 1 - 6 7 7 8

ス ナックビジ・ - - ビー
生田区中山手２垂3 9 1 - 4 5 8 2

Z ｲ 森蒐ぅi ラバランタイン
生田区中山手通2 - 1 0 1 大洋ビル２Ｆ

= ３２１－５６７７

居 酒屋ボノレド
生田新逝浜側中央ＫＣＢピルＢ１

言3 3 1 - 3 5 7 5

Ｓ ＴＡＮＤマシニエケナダ
生幽区中山手通２－３０－１束門大和ナイトプラザ2 Ｆ

否3 3 1 - 5 5 8 7

サ ロンバレ小姫
生田区加納町４丁目神三ピル２Ｆ言3 3 2 - 1 0 9 8

ス ナック興志務楽亭
生田区山本通２－６０バールライフＢｌ

＝2 4 2 - 1 9 7 7
ティー＆カクテル ﾗ ウンジルカカノレトン

生田区北野町３－２－６７壷2 4 1 - 4 3 2 3

ｳ エスタンパプ神戸ホンキーートンク
生田区加納町２－３０

言２４１－２１６１

パ ーラーサンデリ力
生田区中山手通１－９０

全3 9 2 - 1 4 3 4 ～６

ラウンジ ﾚ ストランコンパス
茸合区二宮町3 - 1 2 大西ビル2 Ｆ宮2 4 2 - 1 2 3 6
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生田区中山手通２東門ダイワナイトブラザ６Ｆ
壷3 9 1 - 0 9 9 2 . 2 1 2 5 第３日曜休

凶

／

｢ 函

、
生田区中山手通２東洋ビル２Ｆ

壷3 9 1 - 3 7 4 6 日祝休

久

箇箇、

○
夏
も
ま
ぢ
か
。
神
戸
で
出
会
う
白
の
輝
き
。

愉快に飲んで語って唄って･ ･ ･ …乾杯. ／初夏の夜は思い
思いの気分で楽しめる“阿羅仁”があなたにビッタリ。

スナック

阿羅仁あらじ,。
生田区中山手通１ｓ3 9 1 - 0 8 6 5 無休

スインギーにジャズが流れ楽しい語らいのある．‘レオバ
ルド, ，の気軽な雰囲気の中で初夏のお浦を……どうぞ。菖竺

ｈ

初夏の宵のひとときはあなたのホームバー“ジュテーム”
の落ちついたムードのなかで飲んで語って唄う楽しさを

』し

髭K1K･光
生田区中山手通２壷3 2 1 - 0 8 6 0 日祝休

Ｚ
“輝光”がイメージチェンジ。ほのかな木の香りと光の
ラインの輝き－シンプルでシックなインテリアで誕生

昼間は喫茶としての営業もしています

Ｉ
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・
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Ｌ I

§

*王寺１

／

F 調＝＝ =
ＤＲＩＮＫｌＮＧ１ＳＡＮＡＲＴｏＦＬｌＦＥ生田区中山手通１丁目3 ２

W O O DⅧ甑 山内ビル

公2 4 1 - 7 3 2 0 . 7 9 8 3

、
☆いつもの店のいつもの顔一・楽しかった神戸まつりも終り、町はス
ッカリ夏らしくなりました。道行く女性の姿も、復活したミニスカート
も軽やかに、神戸の町のステキなアクセント。若い仲間のいつも集まる
ミウッドハウスミでは今夜も気心の知れたいつもの顔が揃いました。チ
ヤーリーのソウルフルな歌声に耳を傾けて、ただ今、この夏のプランを
アレコレと練っているところ。あそこへ行こう、いや、こっちの方がい
い、とんでもない、オレは断然あそこだ･ ･ …‘･ 仲々まとまらず、ついつ
い時間が経って、結局、明日、もう一度ミウッドハウスミ･ に集って決め
ようと、それが今夜の結論。それではめでたく乾杯と行きましょう。
☆ビール( 小) ￥4 0 0 水割( ＯＬＤ）￥5 0 O おつまみ￥2 0 0 スパケテイ・ピラ
フ各￥5 0 0 キープＧ＆Ｇ￥6 , 0 0 0 レギュラースコッチ￥7 , 0 0 0
平日５: 0 ＯＰＭ～4 : 3 0 ＡＭ日1 帳: 0 ＯＰＭ～０: 0 0 ＡＭ第１･ 第３月I ＃l 休み

ウッドハウヌ i型鴛 喫茶s瀞④
加泌町

閏ﾆ ｭ ｰ些竺竺畠

ＫＯＢＥＤＲＩＮＫＩＮＧＧＵＩＤ 望

増

ＰＵＢ＆
ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ

、 、ーノiｉA N D S

ｇ暮雪１号
巳 営一

生田区加納町３丁目

－３４

西2 4 1 - 8 2 7 1

☆気心が知れた仲間が今夜も集まるミアップランドミ。そこへ行くと何
か面白いことのありそうな、誰か面白そうなヤツに会えるような･ ･ ･ …何
となく気にかかり、ついつい足を向けたくなるナイトスボット。飲むも
よし、食べるもよし、ひとりでもの思いにふけるのも、仲間と賑やかに
やるのも、それぞれが思い思いの楽しみ方のできる若者のたまり場。も
ちろん、砦いハートのある人なら年に関係なく楽しく遊べます。気楽で
陽気な本場イギリスのパブの魅力を知りたければ、まず、ここ､ アッブ
ランドミへ来てみることです。元ウエールズのラグビーの選手だったマ
スターのトニーが今夜も色々と楽しい話をしてくれますよ。
☆ポークソーセージ￥9 0 0 シェパーズバイ￥１，０，０ステーキ＆キドニ
イハイ￥1 . 0 0 0 フィッシュ＆チツフス￥7 5 0 コーニッシュハースティ
￥8 0 0 ブロス（ウェールズ風シチュー）￥8 0 0 ヘレステーキ￥2 , 8 0 0
Ｊ＆Ｂ，Ｇ＆Ｇ，ＯＬＤ各￥5 0 0 ビール￥4 0 0 フィズ￥5 0 0
5 : 0 ＯＰＭ～３: O ０ＡＭ日l M l 6 : 0 ＯＰＭ～３: O ０ＡＭ無休

＃溝熱
室＝震ｒ
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代の波を●｡ このサロンから新しい時寺代の坂道のほとりにある小さなサロン神戸ロロン神 ロンから新しい町の坂●北野

一画

■神戸時代へのメッセージ

このところ外国ぐ
らしの多かった身に
とって、神戸らしさ
のただよう「神戸時
代」でいつでも呑め
る神戸っ子が羨まし
いｏ
絵の展示も小品な
がら現代作家達へも
開放され、新しい神
戸の息吹きが感じら
れるのは喜ばしいこ
とです。

鮮嘩総営輔Ｉ舌

代へのメッセージ

ニころ外国ぐ
唇かつた身に
神戸らしさ
k う「神戸時
則つでも呑め
う子が羨まし

即

』'‘＃』為！
、

■

Ｋ
云
一 ’Ⅲ

’弓

ｒ

・
夕
酔

》
》
認
》
鏑
醒
・
曇
窄
″
″
鯵
峠
’
い
い
．
ロ
叱
毎
Ｒ
亀

パリ滞在中に描いたフラン
スの人生模様の数々、カフ
ェに、クラブにモンマルト
ルに…そんな人々の生活と
内面を独自のタッチで描く
作品群です。

謎鳳

鯉
Ｐ

l皇

蔓示も小品な
t 作家達へも
北、新しい神
欠きが感じら
土喜ぱしいこ

「神戸の中の摘景Ｊ展
オープニングに集った
画伯たち( 上) 、アメリ
カ帰りの有方敏郎さん
を囲んでオープニング
の集いと今宵も悪らい
の輪が広がる。

綴
鶴

ーー

』

神戸時代
神戸市生田区中山手通1 丁目2 ８

上西良一小品展
６月１日伽→1 5 日(水）

フランス、ギリシャの風景
を油彩とパステルで描いた
作品を展覧させていただき
ます。ご期待ください。

中村百合子小品展
６月1 6 日附→3 0 日附
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Ｊ
・
ア
リ
カ
ン
テ

（
一
公
一
一
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
生
ま
れ
、
詩
人
、
一
九
一
一
一
九
毎
－
一
月
人
民
戦
線
側
兵
士
と
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
陥
落
の
際
に
戦
死
）

さ
て
、
立
ち
上
が
る
べ
き
時
に
、
立
ち
上
が
っ
た
た
め
に
、
永
久
に
主
人
不
在
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
一
つ
の
椅
子
は
、
は
た
し
て
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
。
脚
を
ふ
る
わ
せ
て
悲

し
む
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
背
も
た
れ
を
張
っ
て
誇
り
に
思
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
馬
鹿
な
奴
め
…
と
腕
を
組
ん
で
舌
打
ち
す
る
で
し
ょ
う
か
。
椅
子
に
聞
い
て

み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

A 伽…" " ･℃柵椅子
文新井満。ﾗ ｰ ジﾕ 石阪春生

坐
っ
て
い
る
間
に
時
は
流
れ
て
し
ま
っ
た

砲
弾
の
煙
と
瓦
喋
の
教
会

焼
か
れ
た
詩
集
と
地
下
壕
の
沈
黙

僕
は
今
見
て
い
る

妻
の
白
髪
と
丘
の
上
に
並
ん
で
い
る

娘
た
ち
の
十
字
架
を
…
…

（
Ｊ
・
ア
リ
カ
ン
テ
）

椅
子
に
は
、
権
力
の
好
き
な
椅
子
と
、
休
息
が
よ
く
似
合
う
椅
子
の
二
種
類
が
あ
る
ん

だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
権
力
椅
子
は
、
休
息
椅
子
の
存
在
を
仲
々
認
め
よ
う
と
し

な
い
も
の
だ
か
ら
、
時
々
大
喧
嘩
を
す
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
、
休
息
椅
子
の

好
き
な
人
間
が
、
し
ば
し
ば
、
本
当
の
休
息
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
休
息
椅
子
で
の
休

息
を
放
棄
し
て
、
立
ち
上
が
っ
て
歩
き
出
す
と
い
う
逆
説
を
繰
り
返
し
て
来
た
わ
け
で

す
が
、
こ
れ
を
、
私
た
ち
人
間
の
戦
争
の
歴
史
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

Ｌ

産 1

ス
ペ
イ
ン
内
乱
の
最
中
に
書
か
れ
た
〃
椅
子
〃
と
い
う
詩
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

坐
っ
て
い
る
間
に
時
は
流
れ
て
し
ま
っ
た

パ
イ
プ
の
煙
と
教
会
の
鐘

何
冊
か
の
詩
集
と
古
い
ギ
タ
ー

僕
は
い
つ
も
見
て
い
た

妻
の
微
笑
と
丘
を
駈
け
て
行
く

花
の
よ
う
な
娘
た
ち
を
…
…
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モダンなロビーでくつろぐ船客たち

神
戸
港
の
春
は
次
々
と
入
港
す
る
外
国
航

路
の
豪
華
客
船
に
よ
っ
て
一
層
華
や
か
さ
を

増
し
、
街
で
み
か
け
る
外
人
観
光
客
の
姿
は

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
。

桜
の
花
も
す
で
に
散
っ
た
四
月
二
十
日
、

リ
ベ
リ
ア
船
籍
の
豪
華
客
船
「
フ
ェ
ァ
ス
タ

ー
号
」
（
二
一
、
六
九
○
ト
ン
、
フ
ェ
デ
リ
コ

・
カ
ミ
ア
船
長
ら
四
百
七
十
六
人
乗
り
組
み
）

が
真
白
な
船
体
を
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
現

わ
し
た
。
神
戸
港
へ
は
昨
年
の
十
月
に
つ
づ

き
二
度
目
の
入
港
で
乗
客
九
百
人
の
ほ
と
ん

ど
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
。
三
月
二
十
三
日

に
シ
ド
ニ
ー
を
出
発
し
、
東
南
ア
ジ
ア
を
巡

っ
て
日
本
を
訪
れ
、
長
崎
、
鹿
児
島
を
回
っ

た
後
別
府
か
ら
瀬
戸
内
海
の
小
島
の
間
を
ぬ

っ
て
神
戸
に
入
港
、
二
十
二
日
横
浜
に
向
け

て
出
港
し
、
グ
ァ
ム
、
ラ
バ
ウ
ル
を
経
て
五

月
八
日
に
シ
ド
ニ
ー
に
帰
港
す
る
。

さ
っ
そ
く
乗
船
し
て
船
内
を
見
て
回
る
負

船
尾
の
プ
ー
ル
の
側
で
数
人
の
浅
黒
く
日
焼

け
し
た
船
員
が
ハ
ゲ
落
ち
た
ペ
ン
キ
の
塗
り

か
え
作
業
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
で
ほ
と
ん
ど
英
語
は
わ
か
ら
な
い
。
カ

タ
コ
ト
で
言
葉
を
や
り
と
り
す
る
と
こ
の
船

に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
船
員
が
一
六
○
人
も

乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
船
の
台
所
を
見
せ
て
も
ら
お
う
と
思

っ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
食
堂
か
ら
調
理

場
へ
入
っ
て
い
っ
た
。
す
る
と
十
人
ぐ
ら
い

の
陽
気
な
イ
タ
リ
ア
人
の
コ
ッ
ク
さ
ん
た
ち

が
夕
食
の
準
備
を
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
パ

ン
や
チ
キ
ン
を
焼
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
ひ
と
つ
食
べ
て
み
な
い
か
？
」
と
い
わ
れ

て
チ
キ
ン
を
口
に
入
れ
る
と
油
こ
く
っ
て
と

, 凸

て
も
お
い
し
い
。
み
ん
な
の
写
真
を
と
り
た

い
と
い
う
と
、
仕
事
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
パ

ン
ツ
一
枚
で
飛
ん
で
き
た
愉
快
な
お
じ
さ
ん

も
い
た
。
調
理
場
に
は
イ
タ
リ
ア
人
の
コ
ッ

ク
だ
け
で
四
○
人
近
く
も
お
り
、
ほ
と
ん
ど

が
ナ
ポ
リ
や
ポ
ン
ペ
イ
近
く
の
南
部
イ
タ
リ

ア
出
身
者
だ
。
コ
ッ
ク
長
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
さ

ん
は
真
面
目
そ
う
な
人
だ
が
英
語
が
話
せ
な

い
の
で
マ
リ
オ
さ
ん
（
如
歳
）
と
い
う
人
を
介

し
て
話
を
し
た
。
以
前
ナ
ポ
リ
へ
旅
行
で
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
と
大
変
喜
こ
び
、

「
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
映
画
は
よ
く
み

る
よ
」
と
い
う
と
目
を
輝
や
か
し
、
「
ジ
ー
ナ

・
ロ
ロ
ブ
リ
ジ
ー
タ
は
知
っ
て
る
か
い
？
」

と
聞
か
れ
て
「
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
る
よ
、
イ

タ
リ
ア
に
は
美
人
が
多
い
ネ
」
と
い
う
と
、

「
ソ
ー
ダ
、
ソ
ー
ダ
」
と
意
気
投
合
し
大
き

な
手
で
ギ
ュ
ー
と
握
手
さ
れ
た
の
で
こ
ち
ら

の
か
細
い
手
は
に
ぎ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
上
リ
ヒ

リ
し
ど
お
し
だ
っ
た
。

さ
て
、
キ
ャ
ビ
ン
を
見
た
い
と
頼
む
と
ア

ン
ト
ニ
オ
君
（
妬
歳
）
と
、
イ
ン
シ
ニ
ー
ト
君

（
型
歳
）
が
案
内
を
し
て
く
れ
た
。
ア
ン
ト

ー
ー
オ
君
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
十
七
年
間
船
に

の
っ
て
お
り
、
こ
の
船
で
は
二
等
船
室
を
担

当
、
イ
ン
シ
ニ
ー
ト
君
は
イ
タ
リ
ア
人
で
ま

だ
三
年
目
で
一
等
船
室
を
担
当
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
船
賃
は
四

十
六
日
間
の
航
海
で
約
一
七
三
万
円
、
エ
コ

ノ
ミ
ィ
ク
ラ
ス
は
一
二
七
万
円
な
の
で
一
日

三
〜
四
万
円
に
な
る
。
や
は
り
乗
客
の
大
半

は
お
金
と
暇
の
あ
る
老
人
夫
婦
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

こ
の
船
の
乗
組
員
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
六
○

9 年ぶりの神戸っ子のインタビューに感激したトニーさん( 左端）
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ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
イ
ン
シ
ニ
ー
ト
君
（
右
）
と

ア
ン
ト
ニ
オ
君

人
、
イ
タ
リ
ア
人
一
五
○
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
三
八
人
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
二
五
人
、
中
国
人
十
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
十
人
、
そ

の
他
ス
イ
ス
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
…
…
と
い
う
よ
う
に
多
種

多
様
で
あ
り
、
船
長
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
。
あ
た
か
も
国
際
連

合
の
よ
う
な
船
だ
。
イ
ン
シ
ニ
ー
ト
君
の
給
料
は
月
給
約
二
○
万

円
、
ア
ン
ト
ニ
オ
君
が
十
六
万
円
。
イ
ン
シ
ニ
ー
ト
君
は
独
身
で
、

ア
ン
ト
ニ
オ
君
は
リ
ス
ボ
ン
に
家
族
が
お
り
仕
送
り
を
続
け
て
い

る
。
神
戸
で
は
八
歳
の
娘
の
た
め
に
日
本
人
形
を
買
っ
た
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

さ
て
、
船
客
に
取
材
を
し
よ
う
と
思
っ
て
ラ
ウ
ン
ジ
で
く
つ
ろ

い
で
い
る
老
人
に
話
し
か
け
る
と
、
そ
の
老
人
は
や
お
ら
月
刊
神

戸
っ
子
の
雑
誌
を
み
て
「
一
九
六
八
年
頃
に
オ
ー
カ
デ
ィ
ォ
号
と

い
う
船
で
神
戸
に
き
た
時
、
こ
の
雑
誌
の
女
性
レ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
よ
」
と
意
外
な
〃
告
白
“

を
さ
れ
た
。
こ
の
ト
ニ
ー
・
ロ
ト
ン
ド
（
認
歳
）
と
い
う
老
人
は

日
本
へ
き
た
の
は
こ
れ
で
三
度
め
で
、
二
度
め
は
一
九
七
三
年
に

惇畿

チ
キ
ン
を
料
理
す
る
ウ
ン
ベ
ル

§
ん
右

噌

さ
あ
パ
ン
が
』
焼
け
た
よ
ノ
．

一
つ
食
べ
て
み
る
か
い
？

同定ﾛ 痔汐｡

ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
号
と
い
う
客
船
で
や
っ
て
き
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
サ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
い
う
観
光
地
に
住
ん
で

い
る
が
子
ど
も
が
な
い
の
で
気
楽
に
夫
婦
で
海
外
旅
行
を
楽
し
ん

で
い
る
。
月
刊
神
戸
っ
子
の
二
度
め
の
取
材
に
遇
然
遭
遇
し
た
と

い
う
の
で
ラ
ウ
ン
ジ
で
私
に
コ
ー
ヒ
ー
を
、
同
行
の
カ
メ
ラ
マ
ン

に
は
ビ
ー
ル
を
ご
ち
そ
う
し
て
い
た
だ
い
た
。
ト
ー
ー
ー
さ
ん
は
イ

タ
リ
ア
で
生
ま
れ
、
赤
ん
坊
の
時
に
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
や
っ
て
き
た
。
父
親
は
砂
糖
き
び
の
栽
培
を
し
て
い

た
の
で
ト
ー
ー
ー
さ
ん
も
砂
糖
に
は
く
わ
し
く
、
日
本
へ
輸
出
を
し

て
い
た
こ
と
や
日
本
で
の
栽
培
の
様
子
な
ど
を
話
し
た
り
、
質
問

し
た
り
し
て
興
味
を
示
す
。
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
た
時
は
ぜ

ひ
立
寄
っ
て
く
れ
。
そ
し
て
今
と
っ
て
く
れ
た
写
真
を
送
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
い
な
が
ら
船
を
お
り
て
、
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
出

口
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
見
送
っ
て
く
れ
た
。
い
つ
か
ト
ニ
ー
さ
ん
に
三

度
め
の
取
材
が
で
き
る
こ
と
を
期
侍
し
な
が
ら
フ
ェ
ァ
ス
タ
ー
号

を
後
に
し
た
。
（
橋
本
明
）』

４
町
日
田鵜
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、500･キリンビール(中)５００５:3OPM～０:00ＡＭ第311眼休み

瓦昌含篭fソト 東灘区深江北町３－１O
阪神深江駅山側
壷４５１－０７６５

夜７時からスナックタイム。大学生をはじめ若い人が多く、活気があ
り、ママはみんなの良きｲ : n 談相手でもある。ロバートプラウン・キー
プ4 , 0 ( ) ０．水割４００・キリンビール( 中）４００８：００ＡＭ～( ) ：ｏ０ＡＭ
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恋3 3 1 - . 0 4 2 8
本枯的な４ｃｈステレ泳誇ンポのレゴ・ド伴奏で気持ちよく歌える。飲
んで歌って難しく遊べる店。ｗパーートブラウン・パスポｉ､ 水割各６( 〕0
4 - リンピール《小）６０( ）６：０ＯＰＭ～ｌ：ＯＯＡＭ鋪１．３，１鵬休み
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神戸百店会
＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・P e a r l s①宝飾ミキモ卜 W 2 W 命輔鰭

ＭｉｋｉmotoPearlslntcrIntionaIHousc
②宝飾田崎真珠店鳥9 , ) ' ７了噂：

ＴａｓａｋｉＰｅａｒｌｓ 元同「通二丁目
④宝飾夕ジマ（ 3 3 1 ）５７６１ＪｅＷｅｌＴａｊｉｍａ２．m o t o m a c h i
⑤時計と毒石霊a擢tch噌hop計店潮.篤』冒卜アロ－ド

⑥宝姉神戸ダイヤモンド・鯉) R 鳥ｄ３９７
ＫｏｂｅＤｉａｍｏｎｄ

＊紳士洋月艮・洋品T a i l o r ＆M e n ，ｓＳｈｏｐ
⑦紳士服柴田音吉洋服店鰯｡ 熊悪

ＴａｉｌｏｒＳｉｂａｔａ 元同「；、一丁．月

⑧ﾈ〃タイ霊to細i乱aafザー{§熱.ふ.閑｡‘⑨紳士服三恵洋服店調. 窯調
ＴａｉｌｏｒＭｉｔｕｅｉ 元町通 3 丁目

⑩男子洋品フナキヤ』熱 ｡ ｍＲａｃＲ５６
Ｆｕｎａｋｉｙａ

ｏ紳士服古iI鳥u患洋月艮店熱薦ｉｒｆ⑫洋品雑費サノヘ剛駕鴻
Ｓａｎｏｈｅ

⑬ﾜｲｼｬﾂ麓be墨rヒシヤツ熱..＊Ｄ３ｍＷｏＩ園際会館而

⑭紳士服洋服の粋渡辺燭』: g ､ : i - 3 o r P 1W a t a n a b e
⑮紳士服ニニッケシヨールーム潮｡ 薦暫冒

ＮｉｋｋｅＳｈｏｗｒｏｏｍ
⑰紳士服飾ウネ蝋 , 漁７胃

M e n ，ｓＳｈｏｐＵｎｅ 七ン夕－礎

⑬紳士シャツ大禾ロ屋シャツ鱗畠( 2 : , ) & 2 ：Yam a t o y a S h i x．ｔ
⑰難ﾝ ズウニアマーキュリー繊凧ﾂ ｡ 胤蝋
M e n ' ｓｗｅａｒＭＥＲＣＵＲＹ

⑬紳士服飾西ノ１１《' §, 1 7 , 口4 百：
＊婦人洋装・洋品L a d i e ，ｓＳｈｏｐ
⑲帽子マキシン雛晶『7 ~ ｉｆ

Ｍａｘｉｍ

⑳服飾雑貨ヱスターニニュートン撫思: 8 ~ ｉＫ
ＥｓｔｈｅｒＮｅｗｔｏｎ

⑳洋品スギヤ蛎晶 : 4 百：
ｓｕｇｉｙａ⑫ﾊ ﾝ ドバｯ ｸ ｼ ラサ鰯｡ 鯨i L ：
Ｓｈｉｒａｓａ

③ベビー用品フアミリア瀞悪M g 泌廟子供服Ｆａｍｉｌｉａｒ

⑳婦人服地シンワ藻穀鰯 | 鞠

⑳洋傘オカダ剛 ｡ 薦調ショールＯｋａｄａ
⑳洋装マスヤ砿弓街 b 可丁子

３.m o t o m a c h nM a S u y a
⑳ 婦人服飾べヤ誉ん管鰭 | 謝魂Ｂｅｎｉｙａ
⑳婦人 ･ 紳士セリザワ識 f 万街 6 ぞしＷ

Ｃｅｎｔｅｒ･ＵａｉＨＲ飾Ｓｅｒｉｚａｗａ

､雫庫蔑､､言F愚;・寿u畠店瀧繍‘瀬
⑳高級婦人服地．マツヤ満識 : 誌締お仕立てＫＯＭＡＴＵＹＡ
⑳婦人服飾三愛鳥 9 1 f ' 6 ブ 8 秀Ｙ‘

Ｓａｎ－ａｉ

⑳オートク装苑滑 3 , , 7 丸５５Ｗ
チュールＳｏｅｎ
＊装身具・月艮飾品A c c e s s a r y ・D r e S s

⑪べ．甲寄aC甲(T､r愚e-sh3l獅鼠rw蹴撫J胃
⑫ﾊ ﾝ ドバﾂ ｸ ｲ クシマヤ霜3 Ｗザ了謂I-m o t o m a E h iアクセサリーI k u s h i m a y a
⑬ ｱ …リー芸夢騨慰３石＃Ｇもｉｍｕ

⑭雛ﾙ 紳士難クロス梯穂‘了《代I ；高級舶来雑貨ＣｒｏｓｓＳｈｏｅｓ

⑮婦人･ 紳士靴ヨシオ力卿風餅もふ％
＊和装Ｋｉ為諦塔譜ｅｏ さんらか

⑮呉服ちんがら屋＆』 ) 弓一ダ％ウヴ
Ｃｈｉｎｇａｒａｙａ

⑰呉服みよしや愚 1 ）３丸３８ W
I n f r o n t o f D a 8 m & ｒｕＭｉｙｏｓｉｙａ

⑩衣裳忠ka g』M・衣裳店慰'熱馬"ザ
⑳衣裳つるや衣裳店馳蝿‘愈舟』T u r u y a
＊美容B e a u t y Ｓｈｏｐ
⑪美容ブルーあきら北野町３( 2 2 1 ) 9 0 8 0

口一ズあきら三宮本通り ( 瓢 ) 4 4 6 ,

､ 美容霊憲e需孟a M y曾篭ス
＊美術・工芸品Ａｒｔ
⑫美術元町画廊・若木屋

M o t o m a c h i G a l l e r y
⑬ 画材・額縁末ラ f 貢製額

ＳｕｅｚＵｍｉ
⑭工芸磯ｊｌｌ工芸店
アクーセサリーＩｓｏｋａｗａ
⑮美術陶磁器淡ガｌＮ堂

Ｔａｎｓｈｕｄｏ
新⑮新古美術億ri富hi”

②美術品元町美術
、配念品 . 1 M 答品平山商会

三湾神社伽
( 3 3 1 ） 4 9 1 7

元町ｊｍ－Ｔ目

憎継､:ch§５９
卜テロ－ド
( 3 3 1 ）１３０９
ＴｏｒＲｏａｄ
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( 3 ３１１３３９８
T o r R o a d
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＊家具家庭・文化用品F u r n i t u r e ・Ｆａｍｉｌｙ

､家具恋ga目R泉u含S億店撫卿§細愚Ｘ
⑬玩具力メャ製騨鐸把り卿

K a m e y a T o y S t o r e （3 9 1 ）４０４５

哩〆カネ神戸月艮鏡院元町遡二丁目TheKodeOpticalCo.‘Ｌｔｄ螺1.ふc鳥’２
⑫カバ〉大上鞄店翻 8 撫調ＯｕｅＴｒｕｎｋＣｏ．

⑳ゴルフ用品タカハシフも町通三丁目パソグ．鞄ＧＯＬＦ＆B A G m K A H A S H I 錦』｡ m 士1 , ｝７２

⑮薬品三塁堂薬局鮒瀧晶晶S a n s e i d o P h a r m a c y

⑳〆カネ服部メカネ店鳶溌凧‘患｡ i : . ：ＨａｔｔｏｒｉＯＰｔｉｃａｌＳｈｏｐ

②結納儀式用品達藤福寿堂脇, 砺. 硫癖蔦
Ｅｎｄｏ－ＦＵｋＵｊＵｄＯＴｂγＲｏａｄ

⑲店舗･ 住宅インテリアイリフネ瀦) ＃, 、藻ｗ内装恥 t e r i o r l r i f u n e
⑮家具･ ｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ ﾒ ｰ プルＦＵＪＩＹＡ蒜6 番ﾛ ３－ｓ
＊菓子・I 営淫マミＣａｋｅ・T e a - r o o m

月 堂鳶馳鯨窪⑳麗洋蕊美具getsud。
＠瓦煎餅亀井堂本家患) 態¥ ･ で" ｆＫａｍｅｉｄｏＨｏｎｋｅ
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永い間みなさまの憩いの場とし
てご愛顧をいただいておりまし
たが、５月１０日、装いを新たに
オープンいたしました。
オープニングパーティーには大
勢の方のご来店をいただき、盛
況のうちに新しい門出を祝うこ
とができました。
今後ともお引き立て下さいます
ようによろしくお願い申しあげ●
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神戸市生田区中山手通1 丁目１１１－１１
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 8 5 4
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まつ白なバルコニーのむこうは広い海と青い空
６月1 2 日( 日) に三周年記念パーティ〈ヨットレース･ 釣り大会･ ダンスパーティe t c > を開催します
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シーサイドコルフコンペより

孔

ｂ

神戸I I r 垂水区塩屋町字商尾1 7 9 の６シーサイドパレス塩屋内
( 国鉄塩屋駅西4 0 0 メートル）T E L 7 5 3 - l 3 7 3 ( 駐車場完備）
☆営業時間１１: 0 0 ＡＭ～1 1 : 0 O ＰＭ年中無休

弓ａ心←再凸 ｡．‐。‐‐‐貞鴛

獄轄鐙噸

ー竜』

内田

★色々な特典か多い会員を募集中です
入会金個人2 0 . 0 0 0 円

法人５００００円

S ＥＡＳＩＤＥＣＬＵＢ
ＰＡＬＡＣＥ

ＳＨＩＯｒＺＬ

ヨットやモーターボートでもおこし頂ける
南仏風レストラン

日本で初めて輸入スイス｢ エグロ」
コーヒーメイクマシンで美味なコーヒーを
☆メーュー帆立貝のグラタン 1 4 0 0 円
自家製テリーヌ8 0 0 円オニオングラタン
スーブ7 0 0 円スズキのグリル1 6 0 0 円仔
牛のロースト１７００円

幕I蓋砺言=毒＝雪示＝叢雲塩展
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C ＨＡＭＰＩＯＮＳＨＩＰ４ＴＨ
第４回セントジョージクラッシック選手権エントリーメンバー表

本沢健治宅和一男安永健司石井一二荒谷登岩本久善松本格治守山正義西川寓三北村元雄高江州雅夫
田中寛小川勉柳生喜一郎川西孝房西田和男小池敏之安東一夫柿本雅司宮内廉静米沢秀実神田茂
荒木英二堂のロ学渡辺盛夫近臆昇佐野清志畑田昇安広弘志八木武志笹川敬介長山和夫中島菜
森脇繁男束宗則本田光男川中諭尊三幣正徳原道夫森川紘二井出正一二之宮正博安部義治足立勇
松本昌幸井上軽千草豊司福村勉堀上智持丸信光森川勇西田昌幸橋本真治大岩昌昭森昌紀
橘本潤戸谷催五十井孝安木田善男古原征行大幸伍郎今村武敏猿渡俊朗荒瀬貞夫中村壁古屋都子
小沢進一茂山秀雄末松正寛月岡満市永井敏勝古東孝俊板倉光明新美健治朝日守仲野嘉一郎野網とし子
前田民雄上荷勉大柄定三南木秀夫作田孝浜田幸光近藤二郎北野友市中島勝掲愛齢
岡田梢作萩岡賢二北山新三平山貞市堀川伸治池田弘風問清二郎矢切宏幸石井知子文山武
柴山和三握美輝和川崎巌安井和夫岩本玉子浜田功岩本絹子釜江義次松岡利晃吉川洋次郎於六甲国際
下津幸雄羽田一雄山本恵三西山玉枝長谷川異橋本丈司安田・誠風間和一西田信幸和田一生ゴルフ倶楽部
柳瀬俊夫亀山清南里見富男佐聴巌坂本利明木村敏子高橋健二木戸晃洋所司原義久馬喝大典１０／２６
優勝本沢健治4 6 . 4 7 . 4 0 ( ＨＤ3 7 . 5 ) 9 5 . 5 準優勝田中寛4 8 . 4 6 . 4 4 ( ＨＤ3 7 . 5 ) 1 0 0 . 5 ３位荒木英二4 4 . 4 4 . 5 1 ( ＨＤ３７. 5 ) 1 0 1 . 5 4 位森脇繁男
4 3 . 4 6 - 4 4 ( ＨＤ３０) 1 0 3 ５位松本昌幸4 2 . 4 8 . 4 6 ( ＨＤ３３) 1 0 3 Ｌ優勝西山玉枝4 6 . 5 2 . 5 1 ( ＨＤ3 7 . 5 ) 1 1 1 . 5 ベストグロス茂山秀雄3 9 . 4 1 . 4 1 ( ＨＤ1 3 . 5 ）

、

ＳｍＧＥＯ歴ＧＥＪＡＰＡＮ
小集会、ご披露宴、展示会などの．N o . 1 3 0 K l T A N O - 0 H O 1 C H O M E l K U T A - K U K O B E
パーティにご利用下さい。
個人会員／入会金２０，０００円（会費不要）
特別会員／入会金５０，０００円（会費不要）
ご入会のお問合わせ・お申〕込みは
セントジョージ・ジャパン事務局まで
ＰＨＯＮＥＯ７８（2 4 2 ）１２３４代

５: ＯＯＰＭ～ＯｇＯＯＡＭ

5 : ＯＯＰＭ～１１：ＯＯＰＭ（日曜祭日）
, 駐車場完備.

第５回セントジョージクラシック６月ｇ日於小野ゴルフクラブ参加ご希望の方はセントジョージジャパン迄どうぞ ノ
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